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野殿台地は、東方遥か筑波の紫峰から足尾 i加波山
へと連

なる雄大な山並みが眺望できる景勝の地であります。そして

限下には、小貝川をはじめ勤行川や大谷川などの流域に形成

される低地帯に肥沃な美田が限りなく広がっております。と

くに、収穫の秋を迎えますと、これらの水田は黄金色に輝き、

そして、みごとに実る稲穂を見るにつけ、自然の偉大な素晴

らしさを実感できるのであります。

野殿深作東遺跡からは、 19軒の古代住居跡に伴って多く

の上器類や炭化米が出上しております。この米も他の地区か

ら運ばれたものとは思われません。おそらく、眼下に造成さ

れた水田から収穫されたものでありましょう。最近の発見例

として、野殿台地の周辺域に所在する鎌田遺跡や明野町の吉

田金井遺跡などの低地帯に営まれた集落跡に居住してい1人々

は、生活を,関す身近な耕作田として丹精込めて維持管理に努

めたことでありましょうし、またその反面、たびたびの氾濫・

洪水などで、想像以上の難渋を余儀なくしたことでもありま

しょう。ともあれ今回の調査は、これまであまり考えてもみ

なかった古代の人々の生活の有様を、いろいろ偲ぶ機会を与

えてくれたと言っても過言でばありません。

このたび、野殿深作東遺跡の発掘調査報告書が上梓の運び

となりました。遺跡は5世紀前半の頃に営まれた集落跡でし

たが、その存続期間が短かったとしましても、検出された住

居跡や豊富な遺物な、どの整理
。研究によりまして、下館地方

の古代文化の多くの謎を解く手がかりを与えてくれた、注目

すべき遺跡として評価されております。

発掘調査は、日々例年にない酷暑の連続でした。調査に従

事していただいた多くの市民の方々や、ご協力をいただいた

関係機関・関係各位に心からお礼を申し上げるとともに、発

掘調査の全般から報告書の執筆・編集に至るまで、ご尽力を

賜りました西宮一男先生に、あらためて深甚な感謝の意を表

したいと存じます。          ′
この報告書によちて文化財に対する関心が下層深まり、文

化財の保護や新しい文化の創造に寄与することができれば大

変ありがたいと思います。

平成 8年 3月

下館市教育委員会教育長 大 山   睦





例

1 本報告は、茨城県下館市野殿字深作1,318番地外に所在する野殿深作東遺跡の発掘調査報告書である。

遺跡名を「野殿深作東遺跡」としたのは、平成 5年夏、当該地の西側に隣接して建設された茨城県立県西

生涯学習センター敷地内の埋蔵文化財の発掘調査を、茨城県教育財団調査課が実施しており、その東に当遺

跡が所在するために付した名称である。

2 本調査は、下館市において市の教育文化施設を当該地に建設する計画があり、その記録保存を目的にして

実施した事前の発掘調査である。

3 本調査は、下館市開発公社の要請で下館市教育委員会が主体となって実施された。

4 調査期間と実施面積は次の通りである。
調査期間 平成 6年 5月 24日 ～7月 16日 (整理期間 7月 18日 ～10月 31日 )

面  積 3,000∬

5 本調査は、下館市教育委員会の依頼により西宮一男が総括調査員として指導に当たり、藤田 実氏には調

査補助員として協力を得た。

6 実測図の整理並びに出土遺物の復元作業と図面の作成などは、西宮と藤田が主体となり、五十嵐 隆、糸

井昭子、山口美知子の各氏に協力を得てまとめた。

7 本書の執筆と編集は西宮が担当した。

8 調査に当たり、下館市教育委員会をはじめ、下記の関係諸機関の協力を得た。

下館市開発公社、下館市嘉田生崎公民館、茨城県教育庁文化課、茨城県教育庁生涯学習課、東鉄工業株式

会社水戸支店。

9 調査事務局は、下館市教育委員会生涯学習課文化係におき、整理会場として嘉田生崎公民館を使用させて

いただくとともに、下記の諸氏のご協力を得ることにより、円滑な調査と整理作業を実施することができた。

記して感謝申し上げたい。

開 発 公 社 清野英教、杉山守男、鈴木徳一、野村隆子、秋山 実

生 涯 学 習 課 小里 治、岩崎良一、小林 均、北條洋子、小山法子

嘉田生崎公民館 生井 一、安達次男、仁平智子
東鉄工業株式会社 鶴岡信之
県西教育事務所 青木武文

10 発掘調査期間中は、例年にない記録的な猛暑に加え、予想をはるかに超える集中豪雨にも数回見舞われる

など、音渋の日々を体験した。ここに、発掘作業にご協力くださった方々の氏名を記して感謝の意を表した

阿部美代子、飯泉和子、飯泉みよ子、稲葉 恵、色川昌訓、上野よね子、大吉 実、押坂なお、小畑且子、

川田次雄、坂入二三男、鴫原昭二、杉山淳一、杉山ハナ、杉山ミキ、瀬畑しな、外池早苗、羽田スミ、広瀬

もと、永盛竹三郎、村上 トミ子、山崎クニ、吉崎睦子

11 調査に関わる遺物 。図面・写真等資料のすべては下館市教育委員会で保管している。
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抄   録

1 調査は下館市の文化施設建設計画に伴い、記録保存のため、事前に実施した発掘調査である。調査面積は
約3,0004f。 現場作業は平成 6年 5月 24日 ～ 7月 16日 に亘り実施し、 7月 18日 ～10月 31日 まで整理作業を行っ

た。

2 野殿深作東遺跡は、大谷川右岸台地上の東端に位置し、下館市大字野殿字深作1318番地外に所在する。
当該地は、小貝川流域に展開する広大な沖積地を視野におき、東方遥か筑波の峰から足尾・加波の山塊が

望める風光明媚な環境に立地する。調査により古墳時代中期前葉の和泉期に比定される集落跡を検出する。

遺 跡 名 実施面積 時代 遺構種別 遺構数 遺 物

野殿深作東 3,000Hf 古墳 跡

坑

居住

土

19

8

土師器

奏・壷・坑・郭・高郭・甑・鉢・深鉢

須恵器 破片数点

土製品 土玉

滑石製模造品

勾玉・管玉・有孔円板・剣形品・臼玉

円板

石製品 砥石 。すり石

鉄製品 鎌先・鍬先・刀子

その他 鉄津



1 下館市の位置と沿革

下館市は、東京から約70航の首都圏の周辺にあり、関

東平野の北部にあたる茨城県の西部に位置し、東経139

度58分、北緯36度18分。地質は洪積層と沖積層からなっ

ており、東は紫にけぶる筑波 。加波の山塊が連なり、北

には遠く日光・那須の連山が奪え、南に富士の霊峰を望

まれるなど、極めて良好な自然環境のもとで市域は形成

されている。

市域の東西を小貝川と鬼怒川が南流し、北は栃木県二

宮町に、東は真壁郡協和町、南は同明野町及び関城町、

西は鬼怒川を隔てて結城市に接している。市街地のほぼ

中央を南方に舌状台地が延び、その南寄りに市街地が形

成されている。台地の東を勤行川、西を大谷ナIIが南流し、

市の南部で小貝川に流入する。市街地の中央を東西に国

道50号が貫き、国道とほぼ並行してJR水戸線が走る。また、市域を南北に国道294号が縦断し、国道に沿っ

て下館駅を起点とする真配鉄道・関東鉄道常総線が通る。

下館市の総面積は86.25厨。周囲約61kmで、東西約131un、 南北16kmを測り、標高は最高で56m、 最低で20m

となっている。また、平成 8年 3月 1日現在の人口は、65,997人 (男 33,067人 、女32,930人 )である。

下館地方は、河川の流域に展開する沖積地帝と台地の交錯する地域で、古くから開け、常陸国 (茨城県)と

下野国 (栃木県)を結ぶ要衝の地であるとともに、政治、経済、教育、文化の中心地でもあった。

鬼怒川の左岸台地をはじめ、小貝・勤行 。大谷の各河川沿いの台地からは、縄文・弥生・古墳各時代の遺跡

をはじめ、数多くの遺物が出土している。とくに、女方 (お ざかた)地区から出土した「人面土器」や「白墓

のある人物埴輪」などは全国的にも有名であり、古代の新治地方を支配した比奈良珠命の墳墓と伝える徳持古

墳 (葦間山古墳)や、下館の繁栄を招来した由緒ある久下田城跡などの周知の遺跡が存在する。

「しもだて」の名称が歴史上に登場してくるのは中世になってからである。

弘治 2年 (1556)、 結城氏新法度に「山川・下たて・下妻、惣別此方成敗」とあり、永禄10年 (1567)鋳造

の定林寺鐘銘にも「常州伊佐群奥崎郷下館村玉隻山定林禅寺之棲鐘也」とある。因に、下館の地名の由来は、

勇武の誉れ高い藤原秀郷が天慶の乱 (935-941)に あたり、平将門を討つため、当地に下館・中館
。上館の 3

館を築いたことによるともいわれるが異説もある。

下館市域に属する「和名抄」記載の郷は、常陸国新治郡の竹島・沼田・伊讃
。博多の各郷とされる。新治郡

は平安末期までに東郡・中郡 。西郡・小栗御厨に四分されたが、市域はそのうちの西郡・小栗御厨が該当する。

西郡はさらに南条・北条に分れ、南条は関郡、北条は伊佐郡と称した。なお、「永享記」の嘉吉元年 (1441)

4月 16日 に伊佐庄の名が見えるが、この地が庄園として機能を有したかは明らかでない。

南北朝動乱期には、奥州伊達氏の祖とされる伊佐氏が南朝方に呼応し、中館・伊佐城に拠って北朝勢と激し

い戦闘を繰りひろげたが、興国4年 (1343)に伊佐城は陥落している。

伊佐氏の減亡後、文明10年 (1478)、 結城氏広の家臣水谷勝氏が下館に館を築き、天文・永禄期の頃 (1532

～1569)、 豪勇の将として武名をとどろかせた水谷正村 (婚竜斎)が下野口境の要地、樋口に久下田城を築い
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て宇都宮氏に備えるとともに、結城氏の支援を得て下野国内まで勢力を伸ばしている。

水谷氏 8代の勝隆は、大阪夏・冬の陣で武功をたて、寛永16年 (1639)備 中。成羽 (岡山県成羽町)に移封。

その後へ水戸徳川氏初代頼房の嫡男松平頼重が 5万石をもって入城しているが、同19年 に讃岐・高松に転封と

なり、下館藩は一時廃藩となり城番が置かれている。

その後、寛文 3年 (1663)に 増山氏、元禄16年 (1703)に 黒田氏を経て享保17年 (1732)、 石川氏 2万石の

支配となり、明治維新に及んでいる。

下館が商業都市として機能し、繁栄の礎を築いたのは、寛永16年に入封した松平頼重による町並み整備に努

めたことに始まる。その後、財政維持に苦難の時期があったとしても、流通機能をはじめ商都として著しい発

展を遂げている。その背景には、恵まれた地理的条件と相侯って、有力商人層を中心にしての目覚しい商業活

動が展開でき得たからであり、それを支えてきたのが石川氏の藩政運営であったことは言うまでもない。

F下館市史』によると、下館藩領と城下町の人口・職業構成を次のように記している。

寛保元年 (1741)の 領内の武士を除いた人口は12,933(男 7,303・ 女5,630)で 、戸数2,918。 城下町の人口は、

石川氏が入封した享保17年 (1732)に 1,600、 安永 7年 (1778)に 1,634。 城下町の職業構成 (軒数)は 、寛永

10年 (1633)に は、綿屋 9、 本綿屋 4、 穀屋 9、 油屋 2、 酒造屋 4、 八百屋 4、 来種屋 2、 古着屋 1、 酒小売

屋 6、 質屋 2、 小間物屋 5、 鍋屋 1、 紺屋 1、 荒物屋 2と なっている。

明治 4年 (1871)7月 の廃藩置県 (全国を3府302県)の施行で下館藩は下館県となり、同年11月 茨城県に

統合。同15年 に田中。西郷谷両村が合併して下館町が誕生し、同22年 (1889)の 町村制施行に伴い、市域に真

壁郡下館町、中村 (樋日・口戸・柴山・折本・林・筑瀬 。谷部・石塔 。泉 。中館の各村が合併)、 河間村 (奥

田・下高田・落合・人田・羽方・蒔田・国府田。大関。上中山・野の各村が合併)、 竹島村 (川澄 。高島・小

林・横島・直井 。金丸・稲野辺・市野辺の各村が合併)、 養蚕村 (成田・茂田・塚原・島・深見・下中山。蕨・

徳持・大塚・上川中子・川連の各村が合併)、 嘉田生崎村 (下岡崎、東榎生・西榎生・野田・西石田・飯田・

嘉家佐和の各村が合併)、 大田村 (二木成・玉戸・西芳町・西方・野殿・下野殿・布川の各村が合併)、 伊讃

村 (谷中。飯島。栗島・石原田。西大島。下平塚 。西谷貝 。岡芹・菅谷・外塚・神分 。笹塚・小川・伊佐山。

九蔵新田・下川島。女方の各村が合併)、 五所村 (子思儀・森添島・西山田・下江連・五所宮・大谷 。小塙・

灰塚 。樟ケ島・上平塚・山崎の各村が合併)が成立。昭和26年 (1951)伊讃村が下館町と合併、同29年に竹島・

養蚕両村が下館町と合併、同年 3月 に五所 。中。河間。大田・嘉田生崎の五村が下館町と合併して、新たに下

館市が発足した。

2 遺跡の分布

下館市は、前述したように鬼怒 。小貝・勤行 。大谷の4本の河川によって浸食された台地上に立地しており、

遺跡もまた、それらの河川や樹枝状に入り組む谷を望む台地上に数多く分布し、縄文時代の早期の頃に胡って

人々の営みを知ることができる。

縄文時代では、これまでに周知されている遺跡としては、まず、鬼怒川左岸台地上の女方本田前遺跡があげ

られる。この遺跡は複合遺跡であるとしても、早期に比定される土器を伴っていることから、市域で最古の遺

跡のひとつにあげられている。次いで、十二天遺跡・下川島弁天遺跡・玉戸新田遺跡などが前期の遺跡と確認

されているが、弁天並びに玉戸新田の両遺跡は中期から晩期の遺物が伴出しており、複合遺跡の様相を示して
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いる。この他、左岸台地上には前原遺跡・元坪遺跡などが知られているが、いずれも中期から後
。晩期に比定さ

れる遺跡である。

大谷川右岸台地上には、本遺跡に近接して不動坂遺跡があり、晩期の資料が得られている。また、清水不動

遺跡は、後期末葉から晩期初頭の頃の資料が表採できる。昭和56年 8月 には外塚遺跡で都市計画事業に伴う事

前の発掘調査が行われ、縄文時代の生活を復原するうえで貴重な数々の資料が得られている。遺跡は、大谷川

東岸から東へ約350m隔てる神明神社跡付近の標高約30mを 測る微高地上に所在し、前 。中・後 。晩期と長期

間に亘って営まれた遺跡であることが、土器、石器、土製品、動・オ直物の遺存体等の豊富な出土品により立証

されるとともに、東日本における数少ない低地遺跡のひとつとして注目されている (昭和60年 3月『外塚遺跡』、

そのダイジェスト版が61年 3月 、ともに下館市教育委員会から刊行されている)。

勤行川左岸台地上では、中期の土器片が散布する大関遺跡が知られているにすぎない。したがって、計画的

な分布調査を行い、実態把握の必要性が望まれている。

小貝川流域に目を転じると、所在の明らかな遺跡のすべてが左岸台地上に位置する。これまでに、宮脇遺跡・

南台遺跡・深見新田遺跡・権現山遺跡などが周知されているが、いずれも中期後葉から晩期前葉にかけての資

料が得られる遺跡である。

市域における弥生時代の遺跡の数は極めて少ない。本遺跡からも数点の土器片が表採され、問題提起されて

いるように、他にも市域の範囲で、遺跡の存在を立証し得る根拠に乏しく、その判断に苦慮した実例のいくつ

かを地元の研究者から寄せられている。してみると、現在のところ、弥生時代に位置付けできる遺跡は、僅か

に女方遺跡が知られているにすぎないということになる。

女方遺跡は、昭和14年 (1939)田 中国男が 3か年に亘り発掘調査を行った「再葬墓」の遺跡である。調査面

積約400雷の範囲から41基のピット群が検出され、市民周知の人面土器なども発見されており、祭祀遺跡と考

えられている。

古墳時代における古墳の分布は、大谷川右岸台地の縁部一体で、本遺跡に近接して円墳数基からなる野殿古

墳群 (内 1基の主体部は礫小回積石棺)が認められるほかは、鬼怒川左岸台地上の女方古墳群 (円墳 10余基)

と弁天古墳群 (円墳 2基)。 小貝川左岸では、その沖積地に立地している徳持古墳 (芦間山古墳・全長約90m

の前方後円墳)を はじめ、台地上に確認される南台古墳群 (円墳 2基)・ 北台古墳群 (円墳)。 宮脇古墳群 (円

墳)・ 北茂田古墳群 (円墳 3基)な どがあり、勤行川右岸台地上に富士東古墳群 (円墳 3基)が所在する。分

布上の特徴については、おおむね市域の東と西に偏在する点があげられる。これらの古墳群の性格などは、昭

和27・ 28年に女方古墳群の円墳 3基 (主体部は横穴式石室・礫小日積石棺など)の学術調査を除いて、ほとん

ど本格的な調査が行われておらず不明の点も多いが、徳持古墳について専門家は、築造年代を6世紀前葉と比

疋している。

古墳時代の集落跡の存在を予測可能とする遺物散布地 (包蔵地)を概観するとき、市域のそれは縄文時代の

遺跡と重複している例が極めて多いことに気がつく。昭和45年度の『茨城県遺跡地名表』に登載される遺跡の

うち、鬼怒川左岸台地上に所在する女方本田前遺跡をはじめとして、十二天遺跡・下川島弁天遺跡・玉戸新田

遺跡 。前原遺跡 。鷹の巣遺跡・元坪遺跡などは、いずれも土師器・須恵器を伴っている。

大谷川右岸台地上に在る本遺跡を加えて、不動坂遺跡 。清水不動遺跡にも土師器・須恵器の散布が認められ、

勤行川左岸の大関遺跡にしても同様である。

小貝川左岸台地上に所在する宮脇遺跡 。南台遺跡 。深見新田遺跡・権現山遺跡に加えて北大久保遺跡でも、

それぞれ土師器・須恵器の散布が観察されている。
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このように、古墳時代の所産と想定される土器を伴っている遺跡を、地名表に拠って列挙してみたが、これ

らのすべては地表観察の結果でまとめられたものだけに、現時点においては、遺跡の性格などを求めることは

ほとんど不可能に近い。遺跡のなかには、或いは、歴史時代り範疇に含まれる遺跡が存在する可能性があるか

も知れないので、このことに十分留意しながら検討していく必要があろう。

下館市域において、これまでに実施された古墳時代の集落遺構の調査は、平成 5年度の野殿遺跡に次いで本

遺跡が 2例 目となるが、ここで、開発行為に伴って発見された「鎌田遺跡」の概略について触れておきたい。

鎌田遺跡は、勤行川と大谷川に挟まれた標高約28mと を測る沖積地に立地し、これまでまったく知られてい

ない遺跡だったが、昭和55年 2月 、鎌田地区で実施された圃場整備事業に伴って、多量の土器が出土したこと

によって発見された。位置は下館市立南中学校の東約200mの平坦地で、現在は水田となっている。その時点

で速やかな対応がなかったために、正確な出土地点や遺構
。遺物など出土状況の詳細については明らかでない。

しかし、幸いなことに、工事関係者の好意によって保存が図られた一部の土器片を下館市教育委員会で保管し

ていたが、それを筑波大学歴史 。人類学系考古学研究室が主体となって整理・復原を行い、研究成果を平成 3

年の『古墳測量調査報告書ユく茨城南部古代地域史研究〉』に発表されている。

それによると、出土した土器は壺 。対 。甕・高杯 。器台などの器種が主体で、土器の組合せから集落跡の存

在を特定し、年代的な位置付けを4世紀から5世紀前葉の五領期の範疇に入る遺跡としている。そして、S字

状口縁台付甕など、いわゆる東海系の土器が流入している点にとくに注目され、その背景には人々が低地
への

進出になんらかの形で関わつていたと指摘している。

このように、低地に成立を果たした五領期の鎌田遺跡の発見は、これまで当該期の諸様相について不明確の

面が多かっただけに、今後の調査研究に少なからず示唆を与えるものと期待されている。

歴史時代に入り、県西地方で学術的に高く評価される遺跡として、まず、協和町の新治郡衛跡
。新治廃寺跡

と結城市の結城廃寺跡などをあげることができるが、下館市域にはこれまでのところ該期に比定される遺跡は

未発見である。

下館地方は、西に下総、北に下野と境する要衝の地を占めていた関係で、律令体制下の施策をすすめるにあ

たり、行政に関わる施設の構築が不可欠とされた時期があったようにも考えられることをふまえ、やや飛躍す

るが、もともと下館の地には比較的平坦地が少ないことに加え、河川・沼沢・低地といった不適な空間があま

りにも広範に及ぶとする地理的な制約が要因となり、施設の構築を見送られた経緯があったのかも知れない。

としても、平安後期には、協和町から市域の北部にかけて成立をみた小栗御厨とに関わる遺跡の顕彰も今後の

IHR題 といえるし、国府田周辺に常陸国府の神撰田が置かれたとする史実の立証についても、考古学的領域から

の検討が求められるかも知れない。

いずれにしても、下館地方には古代の後半から中世にかけて、興味ある幾多の課選を投げかけられているの

である。たとえば、名も知られていない在地有力者の中には、館を構え、土塁を築いて防御的な備えに徹した

人物もいたであろうし、また、隷属的な立場に置かれていた人々は竪穴式住居などで苦渋な生活を余儀なくし

ていたことも想像できる。ともあれ、これらの人々の生活の匂いを留める遺構が、どこかに埋存していて然る

べきと考えられる。市域内において、当該期の遺跡が発見されることを、挙げて、期待するものである。

-4-



推
『

露
に
　
一
′

バ

‐
４

一

，一

0

蒜鵠士f王
〃
′ シ
1児童公口 0   100

I:I Ot000
500

F

第 1図 遺跡周辺地形図
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3 検出された遺構と遺物

東西50m×南北60mの 3,000ど の調査区において、竪穴住居跡19棟と土坑跡 8基が確認されているが、これ

らの遺構は特定の場所に偏ることなく平均的に分布する。

第 2図 野殿深作東遺跡遺構配置図
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(1) 号住居跡 (第 3・ 4図 )

態 方形を呈する。主軸方位 N-4° 一W。 規 模 中軸線上南北5.35m、 東西5.15mを 測る。
桂 穴 Pl～ 4の 4本が相当する。Pl径 0.45m、 深さ0.90m、 P2径0.30m、 深さ0.30m、 P3径0.40
m、 深さ0.90m、 P4径 0.50m、 深さ0。 70mを測る。壁 溝 遺存部より検出されていない。床 面 貼
り床で、とくに中央部がしまっている。中央から西壁にかけて焼土充満、炭化材が遺存。貯蔵穴 北東部
コーナーに掘り込まれている。ほぼ円形を呈し、東西径0。 70m、 南北径0,75m、 深さ0.19mを 測る。遺

物 土師器 杯・婉 。高杯・奏、滑石製品 臼玉、石製品 砥石・敲石 (す り石)、 土製品 土玉などが
検出されている。

第

　
形
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2n

土層凡例

1黒褐色 (ローム小ブロツクとローム粒子を少量含む。焼土粒子・炭粒も若干含み、し
まりは普通。)

2明褐色 (ロ ーム粒子を多く合む。)

3赤褐色 (焼土粒子を多く合む。しまりはやや柔らかい。)

4黒 色 (ロ ーム粒・焼土粒を若千含む。しまりは柔らかい。)
5黒褐色 (ロ ーム粒子を着千含む。しまりは非常に良い。)

6暗褐色 (ロ ーム小ブロツク。ローム粒子を多く合み、しまりは非常に良
い。)

7暗褐色 (ロ ーム粒子を多く含み、焼土粒子も若千含む。しまりはやや柔らか
い。)

8暗褐色 (ローム粒子を多く合み、炭粒と焼土粒子も若干含む。しまりはやや柔らか
い。)

9黄褐色 (ロ ームに似る。しまりは普通。)

10黒褐色 (焼土粒を若干含み、しまりはやや柔らかい。)

H焼 土 (し まりは良い。)
12暗褐色 (ロ ーム粒子を若千含み、しまりは普通。)

13褐 色 (ロ ーム粒子を多く合み、焼上粒子も少量含む。しまりは普通。)
14暗褐色 (ローム粒子を多く含み、焼土粒子も少量含む。しまりは普通。)

第 3図 第 1号住居跡実測図

号 居 表観

着

土

近

近

番  号 器  種 法 量
(cm)

器 形 ・ 成 整 形 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼  成 備   考

1 土 師
郭
器高
口径 幾辱為な計旨残霊と舜巌与吉:ヾ桧翫民悸舜善R夢踊顕! 暗褐色 砂  粒 普  通

体部外面に煤付
北西部床面

上 師
郭
器高
口径

が
ナ
上
横
ち
面
立
外
て

。

し
内
営
部
内
縁
は
口
部

ｏ

体
る０す

味
傾
気
外
底
に
丸
かｏや

ｏ

損
る
彩

欠
ゆ
赤

部
は
面

一
部
外

の
縁

・

都
口
内

縁

ヽ
ｏ

口
リ
デ

暗褐色 砂 粒
雲  母

普  通 北西部覆上下層

土 師

邦

器高
口径

い
外
弱

・

に
内
境
部
の
縁
と

口

部

ｏ

縁
る
口
す傾ヽ

り
外
が
に

ｏ

上
か
デ

ち
や
ナ

立
る
ラ

て
ゆ
ヘ

し
は
面

弩
部
外

内
縁
部

は
口
体

部

ヽ
ｏ

体
ち
デ

ｏ持
ナ

底
を
横

丸
稜
面

黄褐色 砂  粒 普  通 中央部床面

4

土 師

範

高
径
径

器
口
底 界豚子ヨ7獣各掃警手琢F吾矮蔀身醤壌寮亭}漂旨島

キ灰掲色 砂  粒 普  通 南東貯蔵穴内覆
中層

5

上 師

筑

高
径
径

器
口
底

外
外

る

内
ゆ
部
は
縁
部
口
縁

ｏ

回
り削ヽ

ｈ
イ
フ

が

ヘ

上
て
ち
け
立
か
に
に
味
部

ｏ

気
体
デ

彎
ら
ナ

内
か
面

は
部
内

部
底
部

体

ｏ体

ｏる
び

底
す
及

平
反
面

赤褐色 砂  粒 良  好 北壁付近床面

土 師

IA

高
径
径

器
口
底

や
後
や
り
は
削
部
ラ
縁
ヘ
ロ
面外ヽ

り
部
が
体

ｏ

上

ｏ彩

ち
デ
赤

立
ナ
面

て
横
外

し
面

・

彎
外
内

内

・

ｏ

は
内
デ

部
部
ナ

体
縁
ラ

ｏ
ロ
ヘ

味

ｏ部

気
る
底

底
す

ｏ

げ
彎
デ

上
内
ナ

赤掲色 砂 粒
雲 母

良  好 北壁付近覆上下

土 師

筑

器高
口径

縁
部
口
体
と

ｏ

面
デ
内
ナ
部
横
体
面ｏ外

る

ｏ

が
内
上
部
ち
縁
立
日
て

ｏ

し
つ

彎
持
内
を

ｏ

は
稜
り

部
い
削

体
弱
ラ

ｏに
ヘ

味
境
面

気
の
外

底
と

。

丸
部
内

褐  色 砂  粒 粗  雑 粟吾
コーナー付

8

師
　
邦

上

高

高
径
径

器
口
底

に
磨
方
ラ
下
ヘ
面
面
外
外
は

。

部
内
雰
部Ｏ杯

開
る
く
が
き
上

ｏ

大
ち
り

で
立
削

部
に
ラ

裾
味
ヘ
気ヽ
面

で
弩
外

状
内

。

筒

内ヽ

円
ち
部

は
持
脚

部
を

ｏ

脚
稜
き

黄掲色 砂  粒 普  通 東壁付近床面

9

師

邦

上

高

口 径 脚都欠損。郭部は内弩気味に開き、内・外面ともヘラ磨
き。 黄褐色 砂  粒 良  好 中央部床面

師

邦

上

高
翻獣鳥?衆警基芳側巽サ愚g挙 でヽ裾部で大きく開く 暗褐色 砂  粒 曽  通 北西コーナー付

覆上下層

土 師

甕

底径 17.8 口
げ上ヽ

ｏ

れ
み
リ

び
ま
削

ど
ヽ
つ
ラ

は
に
ヘ

部
か
面

頸
ず
外

ｏわ

。

片
に
内

破
方
部

の
上
胴

て
外

ｏ

け
を
デ

か
部
ナ

に
唇
横

部
口
面

縁

ｏ外

回
る

ｏ

ら
す
内

か
反
部

位
外
縁

上
は
口

部
部

ｏ

胴
縁
る

暗褐色 砂  粒 普  通
北西 コーナー付
床面
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番  号 器 種
法 量

(cm) 孔 径

(mm)

重  量

(g)

現存率

(%)

出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

玉日 南壁付近覆上下層 滑 石

玉口

玉自

玉自

玉臼

玉日

玉自 南壁付近覆土

玉日

玉自

玉日

玉口

玉臼

改石 (す り石 ) 393.0 中央部床着

石IE 12.8 15.2 2250.0 西壁付近覆上下層 2面 使 用

玉上 14.1 南壁際覆上下層

玉土 13.8 東壁際覆土中層

玉上 13。 6 中央都床着

― O

-0

-@

-0

-0

- 0

-0

-◎

― o

一 ◎

-0

-0

5ぬ

9

S

e

B

亀

0

B

巳

日

8

邑

Ь
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第 4図 第 1号住居跡出土遺物実測図

(2)第 2号住居跡 (第 5。 6図 )

形 態 やや長方形を呈する。主軸方位 N-23° 一W。 規 模 中軸線上南北5,25m、 東西4.35mを

測る。桂 穴 無し。壁 清 全壁に巡り、幅0.10～0.15m、 深さ0.05mを 測る。床 面 貼 り床で堅く

しまり、とくに西側が顕著。貯蔵穴 東壁に添って東南都コーナー寄りに掘り込まれている。楕円形を呈

し、長軸0。 75m、 短軸0.55m、 深さ0.28mを 測る。遺 物 土師器 婉・奏・小型奏、石製品 敲石 (す

り石)な どが検出されている。

⑤ ③ 2◎

⑥

⑤

働

⑤

ｌ

…

◎

…B⑪

０

◎

9

0
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EPA'5.700

2m

土層凡例

l暗掲色 (ロ ーム粒子・黒色粒・炭粒を若千含む。しまりは普通。)

2黒褐色 (ローム粒子を若干含み、しまりはやや柔らかい。)

3暗褐色 (ロ ーム小ブロック、ローム粒子を着千含み、しまりは普通。)

4責褐色 (ローム大プロック。しまりは非常に良い。)

5暗褐色 (ローム粒子を少量合み。しまりは普通。)

6明褐色 (ローム粒・ローム粒子を多く含む。)

7明褐色 (ロ ーム粒子を多く含む。しまりは普通。)

8黒 色 (ローム粒子を着干含む。しまりは普通。)
9黒 色 (ロ ーム小ブロックを若千含む。)
10黒 色 (ロ ーム粒子を着干含み、しまりはやや柔らかい。)
11褐 色 (ローム粒子を少量含み、しまりは非常に良い。)
12責褐色 (ロ ーム粒子のみ。しまりは柔らかい。)

第5図 第2号住居跡実測図

号 住 跡 出 物 観 察 表

番  号 器  種 法  量
(cm)

器 形 ・ 成 整 形 等 の 特 徴 色  調 胎  上 焼  成 備 考

1 土 師

甕

高
径
径

器
口
底

I軍蔀節避広懲懸景杏織蔀持?殊警譴ψttζ日調整
の後
赤掲色 砂  粒 普  通 ，

層

着
成
中

付
燃
上

煤
次
覆

Ｌ

一部

部
く
東

体

北

上 師

甕
径
，
大

・
６
最
３０

径
部
ｔ

田
体 絡醍ナ撃各爆角な難窪倍伝暑秀祭墓せ〓:口縁謝

;内・外
灰褐色 砂 粒

雲  母
対1 雑 北西部床 lal

fltt  B妍

小型甕

口径 (12.0) 民季選μ言橡雰識tユ赤岳浅父矛替鵠羞Fれ、口縁部は外黄褐色 砂  粒 普  通 煤付着
覆 上

4

上 師

射

口径 (14.2)
堀驚議黎癌を奪鞍伊煤纂冥妙飾子子

上がり、日縁部との
赤褐色 砂  粒 普  通 覆 L

番  号 器 種
法 量
(cm) 孔 径

(mm)

重  量

(g)

現存率

(%)

出 土 地 点 備   考

最大長 最大幅 最大厚

5 敲石 (す り石 ) 4.1 385,0 南東部床着

-11-
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第 6図 第 2号住居跡出土遺物実測図

(3)第 3号住居跡 (第 7・ 8図 )

形 態 やや長方形を呈する。主軸方位 N-43° 一W。 規 模 中軸線上南北7.30m、 東西5。45mを

測る。桂 穴 不明瞭。壁 溝 全周しており、幅0.08m～0.13m、 深さ0.06m程度を計測。床 面 全

体的にしっかりした貼り床である。西壁の中央寄りに焼上の堆積が認められ、その東側に接して床面に円

形状の窪みがあり、よく焼けていることから炉跡とみられる。貯蔵穴 東南部コーナーに近く位置し、南

北径0.85m、 深さ0.55mを計測し、隅九三角形状をなしている。遺 物 土師器 坑・奏・杯、土製品

土玉、石製品 砥石、滑石製品 有孔円板などが検出されている。

-12-
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孝量名雹 (口
_ム粒子を少量含み、焼土粒子も若干含む。しまりは普通。)

::掲色|:三 :揉多ζ写テ3ぞ羊き身!ここξ建子も少量含む。しまりは普通。)

i急8:|:::怠 :二曽ξ拿争格と急|ヒξgi与こと,を 4博葵ξ家ぃ。)
7黒禍色 (ローム粒子を若干合み、しまりは普通。)

8黒褐色 (ローム粒子を少量含み、しまりは普通。)

9暗褐色 (ローム粒子を多く合み、しまりは普通。)

il昌雛|:こ :趣車残龍色祐ど岳を必4豊ζ3:lま iを罪:斜三萱ぃ。)

i:蟹個色i:こ :篭車を集暮£多kき身!負通写せ若千含む。しまりは普通。)

i:量 色1看:讐姦阜憲墓阜客泳|こζ与甚響亀。)
16褐 色 (黒色粒子を少量含み、しまりは普通。)
17暗褐色 (ローム粒・ローム粒子を着千含む。しまり

は普通。)

18黒 色 (黒色粒・黒色粒子を多く含む。しまりは普通。)

第 3 号 住 居

第 7図 第 3号住居跡実測図

跡  出  十  遺  物  観 表察

番 号 品 種 法最cm)
器 形 ・ 成 整 形 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 備  考

土 師
甕

口径 (15,0) 鎌萬予舜缶興ヶ習謁錘。
く」の字状に外反する。日縁

明褐色 砂 粒 普 通 南西部履上下層

土 師
婉
口径 (13.2)

B矮譜肇値綾密薄号β富綴簸縄半旅善癬インF縁
部と
黄褐色 砂  粒 普 通 南西壁際床面

土 師
郭

扇

極

品
口
底

平底。体部は内彎気味に立ち上がる。体部内・外面横

ナデ。底部の摩耗が著しい。
赤褐色 砂  粒 普 通

(二次焼成)

北東壁際履土下層

番 号 器 種
法 量
(cm) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)

出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

有孔円板 (1.4) 南 西 部 床 着 滑  石

砥  石 22.2 995.0 北 東 壁 際覆 土 上 層 4面最大限使用

土  玉 南 西 壁 際 床 着

_《g_

|

Ｏ
‐
①10cm

第 8図 第 3号住居跡出土遺物実測図



(4)第 4号住居跡 (第 9。 10図 )

形 態 正方形に近い形状を呈する。主軸方位 N-39° 一W。 規 模 中軸線上東西8.20m、 南北8.35

mを測る。柱 穴 7か所を確認。Plと P6、 P2と P5は対角線上に位置し、P3と P4は、その位

置関係から棟持柱と推定される。P7は、P5と P6を結ぶ線上中央の北側で確認。 Pl東西径0,48m、

南北径0.44m、 深さ0,35早、P2東西径0.37m、 南北径0.45m、 深さ0。 46m、 P3東西径0.44m、 南北0.43

m、 深さ0.30m、 P4東西径0,44m、 南北径0,44m、 深さ0.26m、 P5東西径0.46m、 南北径0.47m、 深さ

0.62m、 P6東西径0.46m、 南北径0.46m、 深さ0.17m、 P7東西径0,48m、 南北径0.46m、 深さ0.22m程

度を計測。壁 溝 全周しており、幅0.08m、 深さ0.08mを 測る。床 面 全体的に堅くしまる貼 り床。

中央部からやや北寄りに薄い焼土の堆積を認める。貯蔵穴 南壁に沿ってほば中央に楕円形に掘り込まれ、

底部に置かれた自色粘土塊の下に小型壷 (ミ ニチュア)を埋め込む。大きさは長軸1.46m、 短軸0.69m、

深さ0.60mを 測る。遺 物 土師器 小型壺・杯・高杯・鉢、須恵器 破片数点、滑石製品 有孔円板・

円板・剣形品 。臼玉、石製品 すり石・砥石、土製品 土玉などが検出されている。その他 北東部コー

ナーの直上は公道 (農道)が敷設されており、調査区域外に所在するために詳細は不明である。

ー
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土層凡例

1黒褐色 (ロ ーム粒子を少量含み、しまりは普通◇)

2暗褐色 (ロ ーム粒子を少量合み、しまりは普通。)

3暗褐色 (ロ ーム粒子を少量含み、しまりは良い。)

4暗褐色 (ロ ーム粒・焼土粒子を着千含み、しまりは普通。)

5明褐色 (ローム粒子を多く含み、しまりは普通。)

6黒褐色 (焼土粒を少量含み、しまりは普通。)

7黒褐色 (ロ ーム小ブロック・ローム粒を若干含み、しまりは普通。)

8暗褐色 (ロ ーム粒・黒色粒子を考干含み、しまりは普通。)

9暗褐色 (ロ ーム粒子を若干含み、黒色粒子も少量含む。しまりは普通。)

10暗褐色 (ロ ーム粒・黒色粒子・鹿沼土小粒を少量含む。しまりはやや柔らかい。)

ll黒褐色 (ロ ーム粒子を少量含み、しまりは普通。)

12明褐色 (ロ ーム粒子を多く含み、しまりは普通。)

13黄褐色 (ロ ーム粒の中に黒色粒子を着子含む。しまりは普通。)

14黒褐色 (ロ ーム粒子を若干含み、しまりは普通。)

15黒褐色 (ロ ーム粒子を若干含み、しまりはやや柔らかい。)

16暗褐色 (ロ ーム粒を少量含み、しまりはやや柔らかい。)

17明褐色 (ロ ーム粒を多く合み、黒色粒を少量含む。しまりは普通。)

18黒褐色 (ロ ーム小ブロックを若干含み、ローム粒も少量含む。しまりは普通。)

19黒褐色 (ロ ーム粒子を若千含み、しまりは普通。)

第 号 住 居

第 9図 第 4号住居跡実測図

出  土  跡  遺  物  観 表察

番 号 品 種 法曼cm) 器 形 ・ 成 整 形 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

1 ホ型墾
一ｏ星器
口
底
発で:傑幹偽申烹缶天多笥券ダリ、

口縁部は外傾して
暗褐色 砂 粒 普 通 善義麿柔内

土
琢
師 香厘(1歩 ]; を硝 r部は内彎気味

に立ち上がる。体内部・外面ヘ
渇  色 砂  粒 普 通 覆 土

豊環
口径 (15.9)

晉巽夢宮詣楚ヂ
は内彎気味に立ち上がる。郭部内。外

暗褐色 砂  粒 普 通 諜器
―ナー付近

豊環
口径 (19.5)

覇翌r片
。郭部はゆるやかに開く。郭部内・外面ヘラ

赤褐色 砂  粒 良 好 業語壁付近

土
鉢
師

霞屋 き
『

。体部は内彎気味に立ち上がる。体部外面ヘラ磨
赤褐色 砂 粒 普 通 装呈干虐

~付近

術辺轟 口径 (11,2) 母署評宮勉累巽響嫌咎爆}凄}ち上
がり、中位に稜を

灰 色 砂  粒 良  好 覆 土

緑憂香雇(1争♀;
ち
ヘ
立
面
て
外
し
部
彎
底
内

ｏ

は
る
部
尖
底
は蔀

纂破
て
の
び
て
伸
け
に
か
平

ｏ

に
大
事ア

部
は
ナ

縁
部
面

日
受
内

一り

ヽ

ヽ

か
り
り

部
が
削

庫
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番 号 器 種
法 量
(cm) 孔 径

(mm)

重  量

(g)

現存率

(%)

出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

9 有孔円板 西コサー付近覆土中層 滑  石
有孔円板 南 西 部 覆 土 下 層

有孔円板 12.0 中 央 部 覆 土 下 層

有孔円板 覆  土
円 板 南 西 部 床 着

剣形品 北 東 部 覆 上 下 層

剣形品 100 南 東 部 覆 土 下 層

臼 玉 中 央 部 床 着

すり石 406.0 南 東 壁 際 床 着

砥 石 16.1 13.9 11.5 3000.0 南東貯蔵穴内覆土中層 砂 岩 3面使用
土 玉 13.8 中央 部 覆 土 下 層

土 玉 14.0 中 央 部 床 着

國
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⑫
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第10図 第 4号住居跡出土遺物実測図
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(5)第 5号住居跡 (第 11・ 12図 )

形 態 ほぼ正方形を呈する。主軸方位 N-34° 一W。 規 模 中軸線上東西5.00m。 南北5,00mを

測る。柱 穴 Pl～ 4の 4本が相当するが、P4はかなりPと に寄っており、変則な配列である。Pl

東西径0.37m、 南北径0,36m、 深さ0。 12m、 P2東西径0.36m、 南北径0.42m、 深さ0,12m、 P3東西径

0.28m、 南北径0,26m、 深さ0.25m、 P4東西径0.33m、 南北径0,38m、 深さ0.65mを 計測。壁 溝 全周

しており、幅0.08m、 深さ0.06m程度を測る。床 面 全体的にしつかりした貼 り床であるが、貯蔵穴の

北側がとくに堅い。貯蔵穴 東南部コーナーに位置し、東西径0。 75m、 南北0.75m、 深さ0.65mを計測し、

隅丸形状をなしている。遺 物 土師器 小型壷 。対 。杯・高イ・婉・甕、滑石製品 有孔円板・剣形品

などが検出されている。

~ヒ

Rノ
十~~
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土層凡例

1暗褐色 (黒色小プロック・口rム粒を若干含み、ローム粒子も多く含む。しまりは普通。)
2黒褐色 (ローム小ブロック・ローム粒 。ローム粒子を若干含む。しまりは普通。)
3暗褐色 (ローム粒・ローム粒子を若干合む。しまりは普通。)
4明褐色 (ローム粒を若干含み、ローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

5暗褐色 (ローム小ブロック・黒色小ブロックを若干含み、ローム粒子も少量含む。しまりは普通。)
6黒褐色 (ローム粒を少量含み、しまりは普通。)
7責褐色 (ローム小ブロックを非常に多く含み、黒色小プロックも少量含む。しまりは良い。)

8暗褐色 (ローム粒 。焼土粒・黒色粒を若干含み、黒色粒子を多く合む。しまりは普通。)

第11図 第 5号住居跡実測図

第 号 住 居 跡 出 土 遺 物 観 察 表

着

番 号 品 種 法 畏cn) 器 形 。 成 整 形 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考

1
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す
赤褐色 砂  粒 普 通 装呈干蓬

~付近

4
土
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師
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土 師
婉
底径 4.9 屎鍮調缶渠多乎夢ミ嫌譜尺9駒 ,ρ彎して立ち上がる。暗褐色 砂  粒 普 通 北西部表土下層

ホ型望霞屋 緒撃環客蕪蓼豪妻3走ズ没チ懇計督壊轟占?舜蛤振写字明褐色 砂  粒 良 好 器景盗簾語
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暗褐色
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靖婁堡霞蕉蓄付

番 号 器 種
法 量
(cm) 孔 径

(■ lll)

重  量

(g)

現存率

(%)

出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

有孔円板 南]サー付近覆土下層 滑 石

有孔円板 南 西 部 覆 土

有孔円板 北 東 部 覆 土 下 層

有孔円板 北 西 部 覆 上 下 層

剣形品 南 西 部 覆 土

剣形品 中 央 部 覆 土
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第12図 第 5号住居跡出土遣物実測図

(6)第 6号住居跡 (第 13・ 14図 )

形 態 ほぼ正方形を呈する。主軸方位 N-33° ―W。 規 模 中軸線上東西4.90m、 南北4.95m。

柱 穴 対角線上の4本 (Pl～ 4)が主柱で、他に南東部コーナーに近く2本の柱穴 (P5～ 6)が掘

られているが、主柱よりも小規模である。Pl東西径0.34m、 南北径0.36m、 深さ0.80m、 P2東西径0.34

m、 南北径0.35m、 深さ0.62m、 P3東西径0.32m、 南北径0.32m、 深さ0,70m、 P4東西径0.29m、 南北

径0.27m、 深さ0,65m、 P5東西径0.25m、 南北径0.27m、 深さ0.24m、 P6東西径0.25m、 南北御 .23m、

深さ0.26mを 測る。壁 溝 全周しており、幅0,10m、 深さ0.05m程度で比較的浅い。床 面 全体的に

堅くしまる貼り床。中央部から北壁に寄って楕円形状に焼上の堆積が観察され、床のほぼ全面に炭及び炭

化材が認められる。貯蔵穴 無し。遺 物 土師器 壷・杯・娩・小型鉢、滑石製品 有孔円板・剣形品、

石製品 砥石、土製品 土玉、鉄製品 刀子などが検出されている。その他 今回調査した住居跡のうち、

床面までの掘り込み平均値が0。 70mと 最も深い遺構である。
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土層凡例

1黒褐色 (ローム粒・焼土粒を若干含み、炭粒・ローム粒・焼上粒子も少量含
む。しまりはやや柔らかい。)

2暗褐色 (ロ ーム粒・炭粒を少量、ローム粒子を多く含み、焼土粒子も若千含
む。しまりは普通。)

3黒褐色 (ロ ーム粒をやや多く含み、しまりは普通。)

4明褐色 (ロ ーム小ブロツクを少量、ローム粒・ローム粒子を多く含
み、炭小プロツク・炭粒・焼土粒も若干含む。しまりは普通。)

5黒褐色 (ロ ーム中ブロツク・焼土粒・炭小ブロツクを若干、
ローム粒・ローム粒子を少量含む。しまりは良い。)

6黄褐色 (ローム中ブロツクを多く、ローム粒とローム粒子を少量含
み、炭粒子を若千含む。しまりは良い。)

7暗褐色 (ロ ーム小ブロツク・炭粒を若干、ローム粒・ローム粒子を少量含
む。しまりは普通。)

8暗褐色 (ロ ーム粒・焼土粒・λ粒を少量含む。しまりは普通。)

9黒褐色 (ロ ーム粒・ローム粒子を若干含む。しまりは普通。)

10黒 色 (ローム粒・焼土粒を着千、ローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

11黒褐色 (ロ ーム粒 。ローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

12暗褐色 (ロ ーム小ブロツク・焼上粒・炭粒を若干、ロ
ーム粒子を少量含む。しまりは良い。)

13暗褐色 (ロ ーム粒子を若千、ローム粒を少量含む。しまりは普通。)

14暗褐色 (黒色中ブロツク・ローム粒を若千、ローム粒子を多く含
む。しまりは良い。)

15褐 色 (ロ ーム粒子を多く、黒色粒を少量含む。しまりは良い。)

16暗褐色 (ロ ーム小ブロツク・ローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

17黒褐色 (ローム粒子を若干合み、炭中小ブロツクを多く合む。しまり
は普通。)

18黒褐色 (ロ ーム粒子を少量含み、しまりは普通。)

第13図 第 6号住居跡実測図

第 号 住 十 遺 物 察 表観出跡居

番  号 器  種 法  量
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器 形 ・ 成 整 形 等 の 特 徴 色  Jnt ‖合  上 焼  成 備 考
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番  号 器  種
法 壁
里

(cm) 孔  終

(mm)

iと  せ

(g)

現存率

(%)

出 土 地  点 考

最大長 最大幅 最大厚

7 有孔円板 2.6 0.3 2.0 1.0 南束部覆上上膳 ‖:  4i

8 有孔円板 2.5 2.3 北束部覆上上脳

9 有孔円板 5。 4 4.1 0。 6 15.0 北束甜
`覆

」i中 層

10 有孔円板 3.5 0.コ 3.5

I I 剣形潔ュ 2.1 0.3 2.5

12 剣形品 1.5 2.0 1.5 前 コーナー覆土中層

13 Ilk 石 10.6 6.3 1_7 109.5 覆 l
4面 使用

1 4 低  石 21.8 10.6 10.8 2650.0 北西部覆上下層 5面 使用

15 i 玉 2.5 2.5 3.5 南西部獲 土中層

16 刀  子 1.1 0.3 南束部覆 上中用
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(7)第 7号住居跡 (第 15。 16図 )

形 態 ほぼ正方形を呈する。主軸方位 N-26° 一W。 規 模 中軸線上東西8.36m、 南北8,77mを

測る。柱 穴 対角線上に4本掘り込まれている。Pと 東西径0。 45m、 南北径0.444、 深さ0。 22m、 P2

東西径0。 34m、 南北径0.38m、 深さ0.16m、 P3東西径0.32m、 南北径0.33m、 深さ0。 14m、 P4東西径0.32

m、 南北径α33m、 深さ0.49mを 計測。壁 溝 無し。床 面 貼り床であるが、凹凸が著しく、概 して

柔らかい。北壁中央からやや西寄りで壁頂から床面にかけて傾斜状の幅ユ.75m、 長さ2.00m程 の堅い盛土

が遺存する。おそらく出入日として機能した屋内施設と推定される。貯蔵穴 東南部コーナーに位置し、

ほぼ円形を呈する。東西径0,97m、 南北径0。 98m、 深さ0.84� を測る。進 物 土師器 不 `高杯 。壷・

養、滑石製品 有孔円板・臼玉、石製品・すり石、土製品 土玉、鉄製品 鍬先などが検出されている。

その他 今回調査した住居跡のなかで、平面積が最大規模 (73.92∬ )の遺構である。
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土層凡例

1黒 色 (ロ ーム粒・ローム粒子・焼土粒・炭粒を若千含む。しまりは音通。)
2黒褐色 (ローム粒子を着千含む。しまりは普通。)

3明褐色 (ロ ーム中プロツクを若千、ローム粒・黒色粒を少量含む。しまりは普通。)

4暗褐色 (ロ ーム粒・炭粒を少量含む。しまりは普通。)

5黒 色 (ローム粒を若千含み、しまりは普通。)
6明褐色 (ローム粒を多く、黒色粒を少量含む。しまりは良い。)

7黄褐色 (黒色粒子・炭粒を若千含む。しまりはやや柔らかい。)

8暗褐色 (焼土粒を若干、ローム粒。ローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

9褐 色 (黒色粒・ローム粒を多く含む。しまりはやや柔らかい。)
10暗褐色 (炭粒子を着千、ローム粒とローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

11黒褐色 (ローム粒子を少量含み、しまりは普通。)

12黒褐色 (ローム粒を少量含み、しまりは普通。)

13暗褐色 (焼土粒・災粒を着干、ローム粒を少量含む。しまりは普通。)

14暗褐色 (ローム小プロック・ローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

15暗褐色 (ローム粒・ローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

16暗褐色 (黒色粒・焼土粒を着干、ローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

第15図 第7号住居跡実測図
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物 表

番  号 ?ま   れ重 量法
(cm)

器 形 ・ 成 整 形 等 の 特 徴 色  調 胎 土 焼 成 備   考

I 土 師
芥

高
径
器
口

7.0
16.0

て

ｏ

し

つ

弩
持
内
を
は
稜
部
に

ｏ

体
面
デ

ｏ内
ナ

片
部
横

被
縁
面

の
口
外

て

ｏ
・

け
る
内

か
す
部

に
反
縁

部
外
口

縁
は

ｏ

日
郎
デ

ら
縁
ナ

か
口
面

部
り
外

体
が

・

ｏあ
内

底
ち
部

丸
立
体

赤褐色 砂 粒 普通
ｏ前
土

形
成
覆

赤
焼

ｏ

に
に
り

面
位
あ

外
上
孔

・
那
穿

内
体
の

2 土 師
郭

高
径
径

器
口
底

ヽ
ナ
リ
面
が
内
上
部
ち
体
立

ｏ

て
デ
し
ナ
営
横
内
面
は
外
部

・

体
内ｏ部

損
縁
欠
日
部

ｏ
ｏ

一
る
り

の
す
削

部
立
ラ

縁
直
ヘ

回
は
面

ｏ部
外

底
縁

ヽ

平
ロ
デ

黄褐色 砂 粒 普 通
東 コーナー付近
壁際床面

3 土 師
杯

高
径
径

器
口
底

ヽ
ナ
リ
面
が
内
上
部
ち
体
立

ｏ

て
デ
し
ナ
弩
横
内
面
は
外
部

・

体
内

ｏ

ｏ部
デ

損
縁
ナ

欠
回

ヽ

部

ｏ後

一
る
り

の
す

削

部
立
ラ

縁
直
ヘ

回
は
面

ｏ部
外

底
縁

ヽ

平
ロ
デ

赤褐色 砂 粒 普 通
東 コーナー付近
床面

4 土 師
杯

高
径
径

器
口
底

傾
削
丙
リ
フ

や
ヘ
や
部
は
底
部
び
縁
及
口
面外ヽ

り
部
が
体
上

ｏ

ち
デ

ｏ

立
ナ
げ

て
横
上

し
面
仕

彎
外
な

内

・
雑

は
内
粗

部
部
に

体
縁
的

ｏ口
体

底

ｏ全

げ
る

ｏ

上
す
り

黒褐色 砂 粒 普 通
東コーナー貯蔵
穴内底部

5 土 需嘔
抹
器高   5.3
日径  14.9

し
縁
基
弓
口

ｏ

内

ｏき

は
る
磨

部
す
ラ

体
傾
ヘ

ｏ外
面

損
や
外

欠
や

。

部
で
内

一
状
部

て
ギ
底

け
ソ
び

か
内
及

に
は
部

部
部
体

縁
縁

ｏ

日
ロ
デ

・り

ナヽ

か
り
横

都
が
面

体
上
外

ｏち

・

底
立
内

丸
て
部

明掲色 砂 粒 良 好 覆  土

6 !と  自正
杯
器高
口径

り

り
が
制
上
ラ
ち
ヘ
立
部
に
底
味
び
気
及
弩
部
内
体
は

ｏ

部
る
体
すｏ傾

ｏ

吹
内
デ

気
に
ナ

底
か
横

丸
や
面

口縁部はゆる
口縁部 内・ 外 灰褐色 砂 粒 普 通 南東部床面

7 上 師
琉
器高
口径
底径

持

・

を
内
線
部
沈
縁
に
口
境

ｏ

の
き
と
磨
部
ラ
縁

ヘ
田
部体ヽ

り

ｏ

が
つ

上
持
ち
を
立
稜
に
い
味
弱
気
は

ｏ

弩
に
デ

内
面
ナ

は
内
横

部

面ヽ

体
ち
外

黄褐色 砂 *t 曽通 商東部床面

土
筑
師 器高  14.5
口径  (16.1)

損
る
欠
が
部
上
一
ち
の
立
那
て
縁
し

ｏ

口
呈
り

ら
を
削

か
状
ラ

位
鉢
ヘ

中
深
は

部

面ヽ

胴
ち
内

平底の底部に単孔を穿
B・J部外面縦方向にナデ 赤褐色 砂 粒 普通 南東 部床面

土 B市
高 雰

口径 哲計探魚hF激告梨ぢ憾雪Fを
持つ、外傾して立ち上が

暗褐色 砂粒 普通
東 コーナー付近
壁際床面

上 師
高 沐

口径  16.1 外部破片。界部外面下位に稜を持ち、外傾 して立ち 上が
る。杯部内・ 外面ヘラ磨 き。 赤褐色 砂 粒 普通 北西部床面

11 師
郭

上
高

田径  23.1 lTk部 破片。杯部外面 に稜を持ち、外傾 して開 く。外部内
・ 外面ヘラ磨 き。 黄褐色 砂 粒 普 通

東 コーナー付近
床面

土 B市
高 堺

口径 21.5 赤部破片。ネ部外面の中位 と下位にそれぞれ稜を持つ。
堺部内・外面ヘラ磨 き。ていねいなつ くりであ る。 黄褐色 砂 粒 良 灯

東 コーナー付近
床面
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番  号 器  種 法 量
(cm)

器 形 ・ 成 整 形 等 の 特 徴 色  調 胎 上 焼 成 備   考

上 師
萎

高
径
径

器
口
底

晋蜃蔀偽輩界筈矢写沓翁墓,漁蔀胃翠妹豊ミ与争5ユ
る
暗褐色 砂 粒 普 通 簑習全口L釜懐桑

上 師
壷ト

高
径
径

器
口
底

に
面

ｏ

状
外
デ

字

・
ナ

の
内
ラ

ヨ
部
ヘ

く
縁
面

Ｆ
口
内

は

ｏ部

部
縁
体

顕
口

ｏ

合ヽ
整

ち
複
調

持

ｏ目

に
る
ケ

位
す
ハ

下
反
は

を
外
位

径
は
上

大
部
の

最
縁
面

部
日
外

体

部ヽ

ｏし
体

底
曲
び

平
屈
及

灰褐色 砂 粒 良 好 賓習空与I怪篠保壽

ｏ面

一
一

髭霧写τ

勿尚

０

１
１

０

０

‥―
・
ｐ

０

１

占

10cm

?     .  _ J     .    2μm

―

Φ

―

|

一

③
i

①

①
，①

Ｏ

ｉ
①

？

ё

】

Ｖ
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(8)第 8号住居跡 (第 17・ 18図 )

形 態 隅丸長方形状を呈する。主軸方位 N-106° 一W(N-74° 一E)。 規 模 中軸線上東西

5.55m、 南北3.94mを 測る。柱 穴 対角線上に4本 (Pl～ 4)と 、Plの北西側にP5を確認してい

る。Pl東西径0.37m、 南北径0.32m、 深さ0.25m、 P2東西径0.27m、 南北径0.26m、 深さ0.24m、 P3

東西径0.29m、 南北径0。 24m、 深さ0.22m、 P4東西径0.25m、 南北径0.16m、 深さ0。 16m、 P5東西径0.65

血、南北径0.60m、 深さ1,00mを計測する。壁 溝 全周しており、幅0.08m、 深さ0。 11程を測る。床

面 全体的に堅くしまる貼り床。貯蔵穴 無し。遺 物 土師器 杯 。婉・壺・養・甑・対、滑石製品

有孔円板・勾玉、石製品 砥石などが検出されている。

ヽ
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∽

Ｉ

Ｉ

Ｉ

と,c型
。                    

一
EPC′

ｏ討
コ
罰「
ｎ
ゝ
¢

も    ∪  ◇出
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土層凡例

1黄褐色 (ロ ーム小プロツク・黒色小プロツクを4量含み、ローム粒と
ローム粒子を多く含む。しまりは普通。)

2黒褐色 (黒色大中プロックを着干、ローム小アロツク・黒色小プロック・ローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

3暗褐色 (ロ ーム粒・ローム粒子を少量含むとしまりは良い。)

4暗褐色 (焼土粒を若千、ローム粒・ローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

5明褐色 (ロ ーム中プロック・黒色小プロックを若干、ローム小プロック・ローム粒・ローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

6暗褐色 (ロ ーム小プロツク・ローム粒を若千含む。しまりは普通。)

7黒褐色 (ロ ーム小プロックを若千、ローム粒・ローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

8黄褐色 (ロ ーム中プロツク・ローム粒争多く、ローム粒子を少量、黒色小ア
ロックを着干含む。しまりは良い。)

9明褐色 (ロ ーム小プロック・焼土粒を若干、ローム粒・ローム粒子を少量含む。しまりは良い。)

10黒 色 (ロ ーム中小プロックを若千含む。しまりは普通。)
11暗褐色 (ロ ーム粒とローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

12暗褐色 (炭粒・焼土粒子を若干、ローム粒。ローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

13黄褐色 (焼土粒を若千、百―ム中小プロック・ローム粒を多く含む。しまりは普通ざ)

14明褐色 (焼土粒を若干、ローム中小プロック。ローム粒を少量含む。しまりは普通。)

15暗褐色 (焼土粒を若千、ローム粒を少量含む。しまりは誓通。)

第17日 第 8号住居跡実測図

第 3号 住  居  跡  出  遺  物  観  察  表

番 号 器  種 法 量
(cm)

器 形 ・ 成 整 形 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼  成 備   考

1 上 師
抹
器高  5.5

日径 ・H.5
を環権争碧F臼豪第五1漁善父滲株累伊勢伊

内ソギ状
黄褐色 砂  粒 良  好 北西コーナー

付近床面

2 土 師
杯

高
径
径

器
口
底

外
と
は
面
部
外
縁

・

国
内部ヽ

り
体
が
び
上
及
ち
面
立
外
て

，

し
内
弩

ｏ

内
る
は
す
部
立
体
直０ぼ

味
ほ

ｏ

気
で
デ

底
状
ナ

げ
ギ
横

上
ツ
も

赤掲色
粒
　
母

砂
　
雲

良  好 北部床面

3 土 師
堺

高
径
径

器
口
底

7.0
13.8

ち
外
立
部
て
体
卜
ゝ
ア

彎
ナ
内
横
は
面
部
外
体

。
。占
日

損
部

ｏ

欠
縁
り

程
口
削

ｌ

ｏラ

の
る
ヘ

分
た
は

２
い
部

の
に
底

体
部

ｏ

器
端
デ

ｏ

ナヽ

底
リ
ラ

げ
が
ヘ

上
あ
面

暗褐色 砂  粒 普  通

4 上 師
杯
器高
口径 き蜃蔀忌綾愁匿翌姿塚:笞議錦肉専九吾農

'多

ダ豫蔀
内・ 外面ヘラ削 り。

暗褐色 砂  粒 普  通 再躍覆三十遷

上 師
甑

高
径
径

器
口
底

訴層li冤碧Fttt:舜魯をぞR移奇Y伊懸む喀七露言態
組雑である。

黄掲色 砂  粒 普  通 北部床面

土 師
対
器高  4.9

Z掃 語本拝舌 L・き聯 s味
。体部は内弩 して立ち上が

黄掲色 砂  粒 普  通 磐乾釜霞傑侶

土 師
琉
器高  6.1
口径  9.0 森最h甲探譜冬5翫ぢ稜tま字事}て

立ち上がる。
赤褐色 砂  粒 普  通 中央部床面

8 土 師
壷 |

口径  14.3 ち
内
立

ヽ

て
り
し
あ
弩
が
内
み
は
が
部
ゆ
胴
に

ｏ

ｏ部
デ

片
縁
ナ

破
口
面

の

ｏ外

て
る

ｏ

け
す
内

か
反
部

に
外
胴

部
は

ｏ

縁
縁
日

口
ロ
ケ

・り
　
ヽ
ハ

か
り
面

部
が
外

胴
上

。

黄褐色
粒
　
母

砂

雲
普  通

(二 次焼成 )
西部床面

9 土 師
壼

口径
ち
が
立
み
て
が
し
ゆ
弩
は
内
部

ｏ

は
緑
デ

部
ロ
ナ

胴

ｏ面

ｏる
外

片
す

。

破
反
部

の
外
胴

て
く

ｏ

け
る
目

か
ゆ
ケ

に
は

ハ

都
部
面

縁
縁
外

国

口

ｏ

”り
　

山ヽ
ｒＢ

か
り

ヽ

部
が
り

胴
上
あ

淡褐色 砂  粒
雲  母

普  通 北部床面

上 師
壷

口 径
ち

口

立

ｏ

て
デ

し

ナ
彎
横
内
面
は
外
部

・

胴
内ｏ部

片
胴
破

ｏ

の
る
て
す
・

け
反

ｏ

か
外
目

に
は
ケ

部
部

ハ

縁
縁
面

回
日
外

予り
　
ヽ
ｏ

か
り
内

部
が
部

胴
上
縁

黄褐色 砂  粒 普  通 北面 コーナー付
近床面

土 師
甕

高
径
径

器
口
底

外ｏ部
る
体
す

ｏ

反
整
外
調
は
目
部
ケ
縁

ハ

ロ
は面ヽ

く
外
弱

・

や
内
や
部
は
縁
り
口
張

ヽ
ｏ

の
部
デ

部
肩
ナ

胴
び
は

ｏ及
位

底
部
下

平
林
面

暗掲色 砂 粒
雲  母

普  通 警詑釜戻轡
付

番  号 品  種 法 里

(cm) 子し 径
(mm)

重  量

(g)

現存率

(%)

出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

有孔円板 南部覆上下層 滑  石

有孔円板 1.5 中央部覆土中層

勾  玉 南部覆 土中層

低  石 106.0 西部床着 4面 使用
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(9)第 9号住居跡 (第 19。 20図 )

形 態 やや隅九長方形状を呈している。主軸方位 N-23° 一W。 規 模 中軸線上東西3.96m、 南

北5。22mを測る。桂 穴 Pと とP2の 2本を確認しているが、P2については、輪郭を捉えていても深

さが不明瞭である。Pl東西径0.30m、 南北径0.35m、 _深さ0.07m、 P2東西径0.27m、 南北径0.29mを

測る。壁 溝 無し。床 面 しっかりした貼り床であるが、凹凸が著しい。中央部の東北側に東西径

0.52m、 南北径0.39m、 深さ0.17mを 測る炉跡が確認されており、その周辺は堅く焼けている。貯蔵穴

2か所に所在する。東南部コーナーに位置する貯蔵穴は楕円形状を呈し、長軸0.60m、 短軸O.45m、 深さ

0.36mを 測り、西南部コーナーの東側に位置するのはほぼ円形を呈し、東西径0.57m、 南北0.55m、 深さ

0。 10mを 測る。遺 物 土師器 杯・高係・重・小型重・奏などが検出されている。
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土層凡例

1暗褐色 (ロ ーム粒子をやや多く含む。しまりは普通。)

2暗褐色 (黒色粒を若千、ローム粒とローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

3黒褐色 (ロ ーム小ブロック・ローム粒・戊粒を若干含み、ローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

4暗褐色 (ローム粒・炭小プロックを若干合み、ローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

5黒褐色 (ロ ーム小プロック・焼土粒を着干、ローム粒とローム粒子を少量含む。炭粒も多少含む。しまりは普通。)

6黒褐色 (炭小プロック・焼土粒。ローム粒。焼土粒子を若千含む。しまりは普通。)

7黒褐色 (戊粒・ローム粒子・焼土粒子を若干含む。しまりは普通。)

8黒褐色 (焼土小プロック・ローム粒子・焼土粒子を若干合む。しまりはやや良い。)

9黒褐色 (ロ ーム中ブロックを若千含み、ローム粒子も少量含む。しまりは普通。)

10明褐色 (ロ ーム中ブロックを多く合み、黒色粒も若干含む。しまりは普通。)

■暗褐色 (ローム粒・焼土粒・黒色粒を若干含み、ローム粒子も少量含む。しまりは普通。)

12暗褐色 (炭粒を着千含み、ローム粒・ローム粒子も少量含む。しまりは普通。)

ユ3明褐色 (ロ ーム粒を若干、ローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

14明褐色 (ロ ーム粒 。ローム粒子を多く含む。しまりは普通。)

15黒褐色 (ロ ーム粒子を若干、焼土粒を少量含む。しまりは普通。)

16明褐色 (ロ ーム粒子を多く合み、焼上中ブロック・焼土粒子も若千含む。しまりは普通。)

17黒褐色 (炭小プロック・炭粒を着干、ローム粒子 =焼土粒子も少量含む。しまりは普通。)

18責褐色 (ローム粒・ローム粒子を少量含む。しまりは良い。)         
‐

19黄褐色 (ロ ーム粒子の中に焼土粒・黒色粒が若干含む。しまりは普通。)

第 19図 第 9号住居跡実測図

住 居 跡 十 遺 物 察 表観第

番  号 器  種 法 量
(cm)

器 形 ・ 成 整 形 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼  成 備   考

1 土 自雨
甕

高
径
径

器
回
底

ｏ
由

日

つ
部
持
体
を

ｏ

径
整
大
調
最
目
に
ケ
位

ハ

中
て
部
け
体
かにヽ

し
面
呈
内
を
の
状
部
形
縁
球
口
は
ら

ｏ

形
か
デ

器
面
ナ

ｏ外
ラ

低
部
ヘ

平
体
面

灰褐色 砂  粒 普  通
北西 コーナー貯

蔵火 内覆i中 層

2 上 自市
霊

口径 17.0 下

ｏ

ヽ
ス
や

し
あ
反
で

外
り
は
く
縁

つ

口
なｏ維

損
粗
欠

に
は
的
部
体
体
全
の

ｏ

部

つ

下
持
縁
を
回
稜ヽの

で
状
縁
起
口
突
合
に
複
位 暗褐色

粒
　
母

砂

雲
粗  雑

体仝面
　
面

外
着
床

部
付
部

縁
煤
央

口
に
中

3 上 師
赤
器高
にJ径 謁好:襟離ほ尺ラ掃なFきゑま禽?赤思縫ヂ勢令

上方に
‖き褐色 砂  粒 普  通 中央部覆上下層

4 上 師
高 メ

口径 Л期部欠損。界部はゆるやかに開き、内・外面はヘラ磨き
黄掲色 砂  粒 普  通 炉 内底部

5 上 R�
小型対

器高 7.6
口径 7.0

る
ね

上
て

ち

い
立
近
て
に

し

き
傾
磨
外
に
は
も
部
と
縁

ヽ

回
は面ヽ

く
外
近

・

に
内
形
の
球
部
は
縁
形
回

ｏ

器
び
デ

ｏ及
ナ

底
部
な

平
林
い

赤褐色 砂  粒 良  好
体封;中 位に煤付

着。中央嗣;床 面

6 上 自碩
●F

lal部 大径

(27.9)

胴部の破月。肩部はかな り丸みを持つ ことか ら、器形は

球形に近 い形態が考え られる。 内・ 外�iと も横ナデ。
Hi掲 色 砂  粒 普  通

南束 コーナーイ寸

近床 lll
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脚茶
　
／・ち／
//

10cm

第20図 第 9号住居跡出土遺物実測図

(10)第 10号住居跡 (第21・ 22図 )

形 態 ほぼ正方形をなしている。主軸方位 N-20° ―W。 規 模 中軸線上東西7.55m、 南北7.52

mを測る。桂 穴 対角線上の4本 (Pl～ 4)は、主柱として適正な配置といえる。Pl東西御 .43m、

南北径0.53m、 深さ0.50m、 P2東西径0.38m、 南北径0.34m、 深さ0.66m、 P3東西径0.40m、 南北径0.38

m、 深さ0.36m、 P4東西径0.30m、 南北径0.26mを 測る。壁 溝 全周しており、幅0.15m、 深さ0.07

m程度を測る。床 面 全体的にしっかりした貼り床である。貯蔵穴北側に長軸0.80m、 短い軸0.52m、

深さ0.52m程の切り込み状の遺構が位置するが、性格などは不明。貯蔵穴 東南部コーナーに位置し、東

西径0。 91m、 南北径0.85m、 深さα63mを計測する。遺 物 土師器 杯・高杯・壷、須恵器 破片、滑

石製品 臼玉 (35点 )、 有子し円板・剣形品、石製品 砥石、鉄製品 刀子などが検出されている。
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gPA聖聖雪a

土層凡例

1暗褐色 (ロ ーム粒子を着千含み、しまりは普通。)

2暗褐色 (ローム粒とローム粒子を多く含み、焼土粒子も若千含む。しまり!よ普通。)

3暗褐色 (ロ ーム粒とローム粒子を少量含み、焼上粒子も若千含む。しまりは良い。)

4暗褐色 (ローム小プロックとローパ粒子を少量含み、炭小プロックや焼土粒を若千含む。しまりは普通P)

5黒褐色 (ロ ーム粒子を若千含み、しまりは普通。)

6黒褐色 (ロ ーム粒と焼土粒子を若千含み、しまりは普通。)

7暗褐色 (ロ ーム粒とローム粒子を多く含み、炭粒も若千含む。しまりは良い。)

8暗褐色 (ロ ーム小プロック・ローム粒・ローム粒子を少量含み、炭粒も若干含む。しまりは良い。)

9暗褐色 (ロ ーム小プロックとローム粒子を少量合み、炭粒子も若千含む。しまりは普通。)

10暗褐色 (ロ ーム粒とローム粒子を少量合み、焼土粒子も若千含む。しまりは良い。)

■暗褐色 (ロ ーム粒子を少量含み、炭粒と焼土粒子も若千含む。しまりは普通。)

12明褐色 (ロ ーム粒とローム粒子を多く含みt炭粒も若干含む。しまりは普通。)

13黒褐色 (ロ ーム粒とローム粒子を少量含み、しまりは普通。)

14暗褐色 (ロ ーム粒子を多く含み、しまりは普通。)

15暗褐色 (ロ ーム粒とローム粒子を少量含み、炭粒子と焼土粒子も若千含守。しまりは普通。)

16黒禍色 (ロ ーム粒 。ローム粒子・焼土粒子を若千含む。しまりは普通。)

17黄褐色 (ロ ーム粒と百―ム粒子を多く含むЬしまりはやや柔らかい。)

18黒褐色 (ロ ーム粒子を着千含み、しまりは良い。)

19黒 色 (ロ ーム粒を若千含み、しまりは普通。)
20黒褐色 (ロ ーム・ローム粒子・炭粒子を若干含み、しまりは普通。)

21暗褐色 (ロ ーム粒子を若千含み、しまりは普通。)

第21図 第10号住居跡実測図
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第 ■0号  住  _ ワト 出  十  遅■ 彰〕 郷己 舞肇 表
番  号 器  種 法 量

(cm)
器 形 ・ 成 整 形 等 の 特 徴 色  調 胎  上 焼  成 備   考

1 土 師
杯
器高
口径

九底。体部は内弩 して立ち上が り、国縁部 との境に弱 い
稜 を持 つ。 国縁 部 はゆ る く外傾 し、 内・ 外面 はヘ ラ磨
き。

掲  色 砂  粒 良 夕F
北 コーナー竪際
床 hi

2 上  師
メ

高
径
径

器
日
底

ぼ
縁
ほ
口
は

ｏ

部
デ
縁
ナ
ロ
面

ヽ
歯

日

り

　

ｏ

が
デ
上
ナ
ち

ヽ

立
後
て
り
し
削
離
つ
フ

内
ヘ
は
面

ｏ

部
外
デ

体
部
ナ

０笹
味

ｏ面

気
る
外

底
す

。

げ
立
内

上
直
部

暗褐色
粒
　
母

砂
　
雲

普  通 北西壁際床面

3 上 自碩
ネ
器高 5.6
口径 13.7

が
き
上
磨
ム
了
フ

立

ヘ
て
位
し
下
彎
部
内
体

ｏ

は

ｏデ

部

つ
ナ

体
持
面

ｏを
外

損
稜

・

欠
に
内

部
境
部

一
の
縁

の
と
口

部
部

ｏ

縁
縁
り

口
口
削

σ
の
ラ

味
面

ヘ

気
内
は

底

位ヽ

九
り
上

淡褐色
粒
　
母

砂
　
雲

良  好
縁
着
口
付
ら
煤
面

か
て
床

位
け
際

上
か
壁

部
に
西

体
部
北

4 土 師
抹

高
径
径

器
口
底

る

内

ゆ
部
で
縁
部
口
縁

ｏ

ロ
デナヽ

リ
は
が
面
上
外
ち

ヽ

立

き
て
磨

ｌ
ｙ
フ

懸
弓
ヘ
内
面
は
内
部
部

ｏ

体
体
き

０
０磨

底
る
ラ

平
す
ヘ

内傾
外面 褐  色 砂  粒 良  好 北西壁際床面

5 土 師
郭

高
径
径

器
口
底

く
内
る
部
ゆ
縁
で
国
部

ｏ

縁
り
口
削Ｌフ

リ
ヘ
が
面
上
外
ち

ヽ

立

き
て
磨
卜
ｙ
フ

彎

ヘ

内
面
は
内
部
部

ｏ

体
体
デ

ｏ
ｏナ

底
る
横

平
す
面

外反
・ 外 淡褐色 砂  粒 普  通 北西壁際床面

6 上 師
堺

高
径
器
口
6.7
14.9

り

る
が
す
上
立
ち
直
立
ぼ

ｏ

て
ほ
デ

し
は
ナ

弩
部
横

内
縁
面

は
日
外

部

ヽ
・

体
ち
内

ｏ持
部

味
を
縁

気
稜
口

底
い

ｏ

九
弱
デ

国縁部 との境 に
体部 内・ 外面ナ 暗掲 色 砂  粒 普  通 内・ 外面に煤付着

中央部覆上下層

7 須 恵
口辺部

口径 10.7 い
の
強
条
で
８
位
に
中
位二上

り
の
が
稜
上

ｏ
ｏ

ち
く
デ

立
開
ナ

て
に
横

し
方
面

傾
上
外

外
外

・

は
て
内

部
し

ｏ

辺
弩
す

口
内
付

ｏ

をヽ

片
り
文

破
く
状

部

つ
波

辺
を
描

口
稜
櫛

灰  色
長 石

小 供
良  好

南 コーナー付近

覆上下層

8 土 師
高 雰

口径 (25.8) 持
面
を
外
稜

ヽ

に
デ
位
ナ
下
横
び
は］的

外

。期報
片。犠
破
き
期
は
の
部

ｏ

杯
縁
り

高
口
削

型

。ラ

大

つ
ヘ

黒掲色 砂  粒 普  通
南 コーナー付近

覆上下層

土 師
高 邦

口 径 抹部破片。外部外面下位に弱い稜を持 ち、内弩気味に立
ち上が る。 内面横 ナデ。外面ヘラ削 り。 暗褐色 砂  粒 良  好 着付

，
煤
面

成
に
床

焼
面
際

次
外
壁

二
部
因

く
体
北

土 師
高 杯

1口径 赤部破片。杯部外面下位 に弱 い稜を持 ち、内弩気味に立
ち上が る。 内・外面ヘ ラ磨 き。 淡褐色 砂  粒 普  通

覆  土

11
上 師
高 邦

口径 (14.5) 脚部破片。脚部はラ ッパ状 に開 き、外面弱 いヘ ラ磨 き、
内面ナデ。 淡掲色 砂  粒 普  通

中央部覆上中層

上  E乖
霊

底径  5.1 体部 は内彎 して立ち上が り、中位 に
外面横ナデ。総 じてていねいなつ く

損
内
欠

ｏ

部
つ
縁
持

ｏ

口
を
る

ｏ径
あ

底
大
で

平
最
り

黄掲色 砂  粒 良  好
中央部覆土中層

上 師

小型壺

高
径
径

器
口
底

平底。 国縁部欠損。体部は内詈 して立ち上が り、口縁部
は外反す る。 口縁部 内面横ナデ、外面ナデ。体部外面縦
ナデ。

黄掲色 砂  粒 普  通 近寸
ア

一
ユ
ナ
チ

一
二
コ
面

ミ
西
床

上  師

小型壷

高
径
径

器
口
底

ち
体
立

ｏ

て
目
し
ケ
盛
弓
ハ

内
面
は
外
部

・

体
内ｏ部

損
縁
欠

口

部

ｏ

一
る
の
す
部
反
縁
外
国
は
ら
部
か
縁

ｏ

部
ロ
デ

体

ナヽ

ｏり
面

底
が
外

平
上
部

掲  色 砂  粒 普  通
ミニチ ェア
覆 土

上  師
霊

底径 4.0
霞更各星籍碧各撮蔀策識民9霞悠F辛 &義ヂ字を

中位に
淡褐色 砂  粒 普  通 中央部覆上中層

上 師
霊

底径  3。 9
縁ヽ
り

口

上

る

ｏ

ち

す

デ

立
反
ナ

て
外
ラ

し
は
ヘ

彎
部
部

内
縁
底

は
口
び

部

ｏ及

体
る
面

ｏた
外

損
い
部

欠
に
体

部
部

ｏ

一
縁
デ

の
ロ
ナ

部
て
横

縁
し
面

口
増
外

ｏを

・

底
厚
内

平
器
部

赤掲色 砂 粒
雲  母

普  通 北西壁付近床面

上 師
笠

底径  9。 2 所
ヘ
か
面
２
外
に

ｏ

部

い

低

しｏ著
片
が
破
れ
の
と
川

て
の
け
肌
か
器
に
の
位
面
下
内
部
部

ｏ

体
体
デ

らヽ

ｏナ

か
す

ヽ

部
施
後

低
を
の

ｏ孔
り

底
穿
削

平
の
ラ

黄褐色 砂  粒 普  通 南北壁付近床而

上 自市
筑
器高 11.5
口径 12.4
底径 4.8

立
横
ら
面
が
外
な

。

し

内
彎
部
内
体
は

ｏ

部
る
大
すｏ反

損
外

ｏ

欠
に
目

部
か
ケ

一
ず
ハ

の
わ
面

部
で
外

縁
部

・

口
縁
内

と
口
部

部

縁ヽ

大
り
口

ｏが

ｏ

底
上
デ

平
ち
ナ

灰 褐 色 砂  粒 普  通
に
壁
位
東
層

下
北
下

面

ｏ上

外
着
覆

部
付
近

体
煤
付

上 師
甕

底 径 置絵計徐素偽甲探書横チ事」
の字状に外反する。器内は

赤褐色 砂  粒 普  通 北束壁付近覆 上
下層

土 冑市
甕

高
径
径

器
口
底
語唇監攀球F採鯨界香賓宮箭

'き

目撥離儲事乗菩晨争響 暗褐色 砂  粒 普  通 体部外面に煤付
着。中央封;床 Ⅳi
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番  号 品  種 (cm)
法

子し 径

(mm)

室  量

(思 )

現存率

(%)

出 土 地 点 考備

最大長 最大幅 最大厚

口  玉 北西壁際床着 Fa・  石

臼  玉

FB 玉 0.5,

口  玉 0.2 100

口  玉

臼  玉 0。 2

臼  玉 0。 2

臼  玉

臼  玉

臼  玉

口  玉

臼  玉 0,1

口 玉 0.5

日  玉 0。 1

臼  玉 0.3

臼  玉 0.5 0.1

臼  玉 0。 5 0.1

口  玉 0.5

口  玉
/100

臼  玉

臼  玉 0.4 0。 1 南東部床着

臼  玉

臼  玉 0、 4 1.5

口  玉

口  玉 0.5

口  玉

口  玉

口  玉

日  玉

臼  玉 0.5

国  玉 北西壁際床着

日  玉 0.5 土覆

臼  エ 1.5

口  玉

臼  玉

日  玉 1.5 覆  土 滑  石

有孔円板

'し

西部覆上下層

剣形品 2.5 1.5 12.0 南西部床着

価  石 18.8 6.7 1591.0 東コーナー壁際上下層 2面 使用

刀  子 北西壁付近覆土中層
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第22図 第10号住居跡出土遺物実測図

(11)第11号住居跡 (第 23・ 24醐

形 態 隅九長方形状を呈する。主軸方位 N-37° 一W。 規 模 中軸線上東西5.56m、 南北4.57m
を測る。柱 穴 無し。壁 溝 壁は全体的に低く、溝は認められない。床 面 恭らかな貼り床で、凹
凸が目立つ。東壁の中央から南壁の中央にかけては、壁高め観測が不可能であり、床面は地山と同一レベ

ルとなる。申央部に炉跡が位置し、その周辺から多量の炭化材を検出する。貯蔵穴 北西部コーナ,(1)
と、その南側(2)と に接続の状態で掘り込められた2個の貯蔵穴が遺存する。大きさはほぼ同一で、形状

は円形を呈する。 1東西径0.57m、 南北径0.56m深 さ0.34m、 2東西径0.57m、 南北径0.64m、 深さ0,30m

を測る。遺 物 土師器 郭・高郭・甑、滑石製品 臼玉 (11点 )な どが検出されている。
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篤
ヤ
＼

一
EPA'

S,Aド狸⊇里

,s,B86.500

土層凡例

l黒褐色 (炭粒とローム粒子を少量含み、しまりは良い。)

2黒褐色 (炭中プロックとローム小プロックを少量含み、焼土粒も若干含む。しまりは普通。)

3暗褐色 (ローム粒子を少量含み、焼土粒も若千含む。しまりは普通。)

r黒褐色 (ロ ーム粒を若干含み、ロィム粒子を少量含む。しまりは普通。)

5暗褐色 (ロ ーム粒子を多く含み、しまりは普通。)

6暗褐色 (ローム粒子を少量含み、しまりは良い。)

7明褐色 (ロ ーム中プロックを若千含み、ローム粒子を多く含む。しまりは良い。)

8黒褐色 (ロ ーム粒とローム粒子を着干含み、しまりは普通。)

9暗褐色 (ローム小ブロック・炭粒・焼土粒子を着千含み、ローム粒子も少量含む。しまりは普通。)

10暗褐色 (ロ ーム小プロックとローム粒子を少量含み、炭粒子も若千含む。しまりは良い。)

11暗褐色 (ローム粒とローム粒子を少量含み、しまりは良い。)

12黄褐色 (ロ ーム粒子のみ。しまりは普通。)

第23図 第11号住居跡実測図

2れ
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第 ■■号  T■  居  跡  L色  ―ト  ーiS 物  観  察髯  環箕
番 号 器 種 法

(暑 )
器 形 ・ 成 整 形 の 特 徴 色 調 胎  土 焼 成 備 考

1 土
林
師 古屋器
日
底 畜橿子蜜辞持客昇著票諺争赤奮Rラ銃茅β百涙景僑干魚赤褐色 砂  粒 良 好 普西壁覆土下

土
罫
叩 一屋器
口
底
音弩Kす酎けF富綴簸馬辛漁善賓象株鍮識釜字娑評

にか
黄褐色
肇苺

良  好 奮興省焉極筆
3

嵩環
口径 19,9 T舜警穴ヶ督謁鐘徘面

に稜を持ち外傾して開く。邦部内
暗褐色 砂  粒 良 好 穴蔵

部
貯
底
ナ．
内
卜
２
西
二

4 土
甑
師 一屋器
口
底
藤軍杓辱舜筈香揺鶏憲衰ヲ港警挙状を呈して立ち上がり暗褐色 砂  粒 普 通 蒋差集雷蔵穴

番 号 種器
法 量
(cm) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現在率

(%)

出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

5 玉自 西コサー貯蔵穴 2内底都 滑  石
6 玉臼 西コサー貯蔵穴 2内覆土

7 玉日

8 玉臼

玉臼 0.2

玉日

臼  玉 生oo

玉臼

玉自

玉臼

玉日

◎ - 8

o - 8

0-a

O 一 a

◎ - 0

0 - 0

0 - O

◎ ― G

◎ ―  a

◎ ― D

◎ ― O
（
Ｈ
Ｖ

Ｉ第24図 第11号住居跡出土遺物実測図
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(12)第 12号住居跡 (第25図 )

形 態 隅九長方形状をなしている。主軸方位 N-31° 一W。 規 模 中軸線上東西2.54m、  南北

2.85mを 測る。柱 穴 北東部コーナーを巡るようにして東西方向に長軸1.05m、 短軸0.52m、 深さ0.09

mを測る撹乱杭がある。その西端に所在っする柱穴状の掘り込みの状態からは、撹乱杭の延長区の可能性

が多分に考えられる。した切ミつて、柱穴は構築当初から設けられていなかったと判断することに妥当性が

ある。壁 溝 無し。床 面 全体的に柔軟な貼り床である。南東部コーナー付近にも撹乱があり、中央

部から南西寄りに焼土が薄く堆積する。貯蔵穴 無し。遺 物 無し。その他 今回調査した住居跡のう

ち、最小規模 (7.54nf)の遺構である。   ∽
●●

ロ

|

PA′

,μ

35。 500
EPA~

……EPA'

―

―

∽

ｗ

〕

、

35,300

SPA‐中~

35。 500
SPB― 一

― SPA'

―― sPB′

土層凡例

1黄褐色 (ロ ーム粒子と黒色粒子を少量含み、しまりは良い。)

2明褐色 (ローム粒子と焼土粒子を少量含み、しまりは普通。)

3黒褐色 (焼土粒を少量含み、しまりは普通。)

4暗褐色 (ロ ーム粒子をやや多く含み、焼土粒を少量含む。しまつは普通。)

5黒 色 (ローム粒子と焼土粒を若干合み、しまりは普通。)
6黒褐色 (ローム小プロックとローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

7黒 色 (ロ ーム粒子を着干含みしまりは普通。)
8黒 色 (ローム小プロックとローム粒子を少量含み、しまりは普通。)
9明褐色 (ローム小プロックとローム粒子を多く含み、しまりは普通。)

10黒 色 (ロ ーム粒子を若干含み、しまりは普通。)
11黒褐色 (ロ ーム中プロックとローム粒子

∫焼土粒を若干含む。しまりは普通。)

第25図 第12号住居跡実測図
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(13)第 13号住居跡 (第 26・ 27図 )

形 態 隅丸長方形状をなし、東側の14号住居跡と切り合う。主軸方位 N-91° 一W(N-89° 一E)。

規 模 中軸線上東西6.50m、 南北5.45mを 測る。柱 穴 6本 (Pl～ 6)が相当するが極めて不規則

な配置といえる。Pl東西径0.46m、 南北径0.45m、 深さ0。 22m、 P2東西径0.51m、 南北径0,50m、 深

さ0.62m、 P3東西径0.33m、 南北径0,42m、 深さ0.42m、 P4東西径0.40m、 南北径0.40m、 深さ0.06m、

P5東西径0.39m、 南北径0.30m、 深さ0。 16m、 P6東西径0。 36m、 南北径0:33m、 深さ0.1lmを計測する。

壁 溝 無し。床 面 堅くしまる貼り床。北西部コーナーに近い位置と、南壁の中央に沿って小範囲に

薄い焼土の堆積が認められる。貯蔵穴 2地点で確認する。 (1)は東北部コーナーの14号住居跡と切り合

う線上西側に位置し、南北方向に不整楕円形状を呈し、長軸1.61m、 短軸0.86m、 深さ0。 53mを測
る。(2)

は南壁に沿ってほぼ中央で東西方向に掘り込まれている。楕円形をなしており、長軸0.86m、 短軸
0.55m、

深さ0。 36mを測る。遺 物 土師器 郭、滑石製品 管玉 (9点)。 臼玉・剣形品、石製品 砥石、不明

鉄製品などが検出されている。      と &          H
二   名

――
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土層凡p」

1黒褐色 (ロ ーム粒を若千含み、しまりはやや良い。)

2黄褐色 (ローム中ブロック・ローム粒・焼土粒がやや多く、しまりは非常に良い。)

3暗褐色 (ローム粒・ローム粒子・焼土粒子を着千含み、しまりは良い。)

4暗褐色 (ロ ーム粒とローム粒子を少量含み、しまりは普通。)

5黒褐色 (黒色粒をやや多く合み、ローム粒子も着干含む。しまりは普通。)

6黒褐色 (El―ム粒子をやや多く含み、焼土粒と焼土粒子も若千含む。しまりは普通。)

7黒 色 (焼土粒を着干含み、しまりは普通。)
8暗褐色 (ロ ーム粒とローム粒子をやや多く合み、しまりは普通。)

9黒褐色 (口」ム粒子を少量合み、焼土粒子も若干含む。しまりは普通。)

10暗褐色 (ロ ーム粒とローム粒子を少量含み、災粒・焼土粒も若千含む。しまりは普通。)

ll暗褐色 (ロ ーム粒とローム粒子を少量含み、炭粒・焼土粒子も若干含む。しまりは普通。)

12黒 色 (ロ ーム粒を若干含み、しまりは普通。)
13暗褐色 (ローム粒と黒色粒を少量含み、しまりは普通。)

第26図 第13号住居跡実測図

第 ■3号  住 居 跡 止と キ,遺 物 4審己察 表

番 号 器 種 法
(尋 )

器 形 ・ 成 整 形 の 特 徴 色 調 胎  土 焼 成 備  考

1 土
邦
師 替雇 1&!

粽反

ｏ

外
整
く
調
る
目
ゆ
ケ
は
ハ
部
面
縁
外
国
・
尚
詠穣を

ロ
稜

ｏ

外
る
に
す
裳

ｏ

て
ｒ
風
鶴
ア

部
に
ナ

縁
喬
口
さ
外

ｏで
・

岸
笥
型
円

も
包
抑
部

黄褐色 砂 粒 普 通 雫層穴内覆土上

2 土
邦
師 替雇 1::よ

し
体
反

ｏ

外
整
ぐ
調
る
目
ゆ
ケ
は
ハ
部
面
縁
外
口
・
尚
魏猿を

回
稜

ｏ

外
る
に
す
賃

ｏ

下
れ
な
ア

部
に
ナ

縁
喬
日
さ
外

ｏで
・

庫
銅
翌
内

↓
鶴
抑
部

赤褐色 砂 粒 良 好 冨墾密霙急速凛蓋

番 号 器  種
法 量

(cm) 職mm,騒 要 g弄 要芳譜 出 土 地 点 備 考
最大長 最大幅 最大厚

管 玉 南東部床着 滑  石

管 玉

管 玉

管 玉

管 玉

管 玉

管 玉 100

管 玉

管 玉

臼 玉

臼 玉

日 玉

剣形品 2.0 北東]サー付近覆土中層

剣形品 0.3 西壁際覆上下層

砥  石 13.2 486.0 北東部床着 1面使用

不明鉄製品 12.3 南東部覆土下層
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第27図 第13号住居跡出土遺物実測図

(14)第14号住居跡 (第 2次遺構)(第 28。 29図 )

形 態 本跡は13号住居跡と切り合う状態でその東側に所在し、形状はほぼ正方形を呈するが、北壁及

び床面調査の段階で、同一の位置に本跡に先行する時期の住居跡が構築されていたことを確認。この住居

跡を第 1次遺構とし、次頁で観察結果をあげておく。主軸方位 N-30° 一W。 規 模 中軸線上東西

3.36m、 南北3.40mを 測る。桂 穴 Plと P2が相当する。Pl東西径0.40m、 南北径0.35m、 深さ0.14

m、 P2東西径0.48m、 南北径0.48m、 深さ0.17mを 測る。壁 溝 無し。床 面 柔軟な貼 り床で凹凸

が目立つ。貯蔵穴 東南部コーナーに南北方向に掘り込まれ、不整楕円形をなしている。長軸0.90m、 短
い軸0。 50m、 深さ0.47mを 測る。遺 物 土師器 杯・奏、石製品 砥石・すり石などが検出されている。

(第 1次遺構)

床面は13号住とほlF同一レベルと思われるが、大きさにおいては南壁が北にO.35m程伸びており、北壁

の長さ3.15mを 加えた数値1.1034f程が第 2次遺構よりも広いことになる。第 2次遺構は第 1次遺構の施

設を継承して築いたことが、すでに確認されている東・南 。西壁の位置および計測値などから知られると

ともに、遺存する柱穴Plと貯蔵穴の施設も再利用されていたことは明らかである。

第 1次遺構の遺存する床面の完掘結果では、概して軟弱な貼り床の痕跡が数か所で確認され、その多く

が撹乱に近い状況で観察されていることは、第 2次遺構が構築される時点での作業行為がもたらした結果

と理解できよう。遺物は東北部コーナー付近に集中しており、土師器 杯・壷・奏などの破片が多量に出

土している。

◎―』

⑤一日

◎-0

ｍ
Ｍ
Щ
Ｉ
◎

ｍ
ｍ
Ш

Ｉ

◎

ｍ

回

―

＠

田
＝
Ｍ

ｌ

③

ｍ
ｌｌｌｌ
出

―

◎

ｍ
川
円
Ｕ
Ｉ

◎

岡
ｌｒｉ
Ш

Ｉ

◎

ｍ
ｍ
Щ

Ｉ

◎

10cm
i

＾
Ｈ
Ｖ
　
Ｉ

-43-





（
】
冨
“
碑
冨
巨
猟
）

靱

刊

＞

Ｉ
ｌ

ｉ

い

ヽ

，

ｌ
ｌ
ｌ

田

ｔ

ロ

倒

“

ト

ギ

ー

ー

∽

「

＞

―

―

SI-1 3-

sP BI

EPc

EPA 35.100

EPと  3S.600'

35.600'
EPC~

Ｉ
Ｉ

Ｉ

日

句

卜

」

Ｗ

ｉ

日

”

田

∽

”

”

≡

ｔ
・

い

ヽ

７

鼻
鞘
，●
田

「

”

、

SPB

~~‐ EPc′

_EPA EPA″
'5`600

――中‐乙
~ゴ
石′

EPB′ 35.600

――いEPC′

PB

第13号住に日示 )

~EPc

―――EPA

_EPB

……‐EPC′

1  2.n  I

⑤
)①

-44-

35.600
EPC一

-45-

第28図 第14号住居跡実測図



第 ■4号  住  _ 跡 表

番 号 器 種 法 長cm) 器 形 ・ 成 整 形 の 特 徴 色 調 胎  土 焼 成 備  考

1 土
不
師 高
径
径

器
口
底
晋F伯矮報笈滲凛鞣丙辛漁歯ヂ多:口縁部はやや外傾す赤褐色 砂 粒 普 通 ご蒼姿蟹藤装土

土
甕
師 口径(14.2)

轡彦筆負辱祭啓予婁卜浜字警
'胸

螺調r環雷k了子多| 赤褐色 砂 粒 良 好 |き西壁際覆土

土
甕
師 口径

墨啓魯負F召彗墨1学環3愛
惑角爆報嫌雷終ヂ寮挙肖蓼暗褐色

撃苺 普 
通 響発金軍振笙雫虐

土
甕
師 口径 銀解

｀
ゑ呂写妻肝浩繁丙?殊岳監興り齢琴Pがあり、胴暗褐色 砂 粒 普 通 Ⅱ中央部覆土中層

番 号 器  種
法 量
 (cm) 我nn舒 要g弄 要坊茸 出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

砥  石 651.0 I南西部覆上下層 2面使用

すり石 262.0 I南東部床着
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10cm

第29図 第14号住居跡出土遺物実測図

(15)第15号住居跡 (第 30。 31図 )

形 態 隅九長方形をなしている。主軸方位 N-12° 一E。 規 模 中軸線上東西2.85m、 南北3.47

mを測る。柱 穴 無しp壁 溝 無し。床 面 軟弱な貼り床で、凹凸が著しい。ほぼ中央部の小範囲

で焼土の堆積が認められる。おそらく炉跡と思われる。貯蔵穴 無し。遺 物 土師器 不、鉄製品 鎌

先などが検出されている。
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土層凡例

1黒褐色 (ローム粒とローム粒子を少量含み、しまりは普通。)

2茶灰色 (粘土。しまりは良い。)

3暗褐色 (ローム粒とローム粒子を少量含み、炭粒も若干含む。しまりは普通。)

4黒褐色 (ロ ーム粒と焼土粒を着干含み、しまりは普通。)

5黄褐色 (ロ ーム大ブロック。しまりは非常に良い。)

6暗褐色 (ロ ーム粒子を多く合み、しまりは普通。)

7黄褐色 (ロ ーム粒とローム粒子の中に黒色粒・黒色粒子を少量含む。しまりは普通。)

8責褐色 (ロ ーム粒の中に黒色粒を若千風味、しまりはやや柔らかい。)

9明褐色 (ロ ーム粒とローム粒子を多く含み、しまりは普通。)

10暗褐色 (黒色粒を若干含み、しまりは普通。)

第30図 第15号住居跡実測図

第 ■5号  在主  居  尾本  出  + 遺  物  観  察  表

第31図 第15号住居跡出土遺物実測図

(16)第 16号住居跡 (第32・ 33図 )

形 態 隅九長方形状をなしている。本跡の70%余は調査区域外に所在していたが、当該部分は既に公

有化されていたので完掘することができた。主軸方位 N-130° 一W(N-50° 一E)。 規 模 中軸

線上東西6:85m、 南北5.42mを 測る。柱 穴 配置は極めて不規則であるが、 3本 (Pl～ 3)が相当す

る。Pl東西径0.28m、 南北径0.28m、 深さ0.25m、 P2東西径0.27m、 南北径0.24m、 深さ0.22m、 P3

東西径0.40m、 南北径0.33m、 深さ0.20mを 計測する。壁 溝 無し。床 面 柔軟な貼 り床で凹凸が著

しい。中央部のやや西側で南北方向に2.16m× 1.10m程 の長方形状の掘方が所在するが、本跡との直接的

な関係はないようである。焼土の堆積は6か所で確認されており、うち2か所からは焼けたローム塊が検

出されていることから、炉跡の可能性もある。なお、東壁沿い中央付近から少量のベンガラも出土してい

る。貯蔵穴 南西部コーナーの北寄りに掘り込まれており、東西径0.80m、 南北径0.97m、 深さ0.52mを

測る。底部からは焼土塊が確認されている。遺 物 土師器 郭 。高杯・娩、滑石製品 勾玉・臼玉 (14

点)な どが検出されている。

番  号 器  種 法 量
(ca)

器 形 ・ 成 整 形 等 の 特 徴 色  調 胎  土 鶴  成 備   考

1 上 師
界
器高 6.4
口径 15,3

ち
す
立
立
て
直
し
ぼ

ｏ

普
ほ
り

内
は
削

は
部
ラ

部
縁
ヘ

体
口
面

ｏ
ｏ外

損

つ
部

欠
持
体

部
を

ｏ

一
連
Ъ
ア

の
に
ナ

部
境
横

縁
の
面

口
と
外

ら
部

・

か
縁
内

部
口
部

体

縁ヽ

ｏり
口

底
が

ｏ

丸
上
る

褐  色 砂  粒 良  好 中央部覆上下層

番  号 器 種
法 量
(cm) 孔 径

(mn)

重 量

(g)

現存率

(%)

出 土 地 点 備   考

最大長 最大幅 最大厚

銭 中央部床著
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③ P2

: 2評   t

土層凡例

I暗褐色 (ローム粒とローム粒子を少量含み、しまりは普通。)
2黒褐色 (ロ ーム粒・炭粒・焼土粒子を若干含み、しまりは普通。)
3黒褐色 (焼上を若干含み、しまりは普通。)
4黒褐色 (炭粒と焼土粒子を若干含み、しまりは普通。〉
5黒褐色 (ローム粒と炭粒子を少量含み、しまりは普通。)
6暗褐色 (ロ ーム粒と炭粒を少畳含み、しまりは普通。)
7黒褐色 (ロ ーム小ブロックとローム粒子を若干含み、しまりは普通。)
8黒褐色 (ロ ーム粒を少量と,炭粒子を若干合tF。 しまりややや柔らかい。)
9暗褐色 (ローム粒子を少量と焼土粒子を若干含む。しまりは普通。)
10暗赤褐色 (焼土粒子が多ぐ炭粒も若干含む。しまりは普通。)
■黒褐色 (ロー小粒子を若干合み、しまりは普通。)

第32図 第16号住居跡実測図
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第 ■6号  住  垢∃  星亦  B =と  長自  身勿  宿見  多驀  巧衰
番  号 器  種 法 量

(cm)
器形 。成整形等の特徴 色  調 胎  土 綿 成 備   考

1 上  師
郭

高
径
径

器
口
底
派覇殊笛識談農欝kラ子多1省接蔀周摯舜善寝岬事F。 黄掲色 砂  粒 良  好 北コーナー壁際床面

2 上 師
メ

高
径
径

器
口
底

平底。体部は内彎 して立ち上がり、口縁部は弱 く内傾す
る。日縁部内。外面積ナデ。体部ヘラ磨き。 赤褐色 砂  粒 普  通 中央部覆上下層

a 上 師
郭

高
径
径

器
口
底

ぼ
面
ほ
外
は

ヽ

部
デ
縁
ナ
ロ
面

ヽ
内

ｒ Ｊ

り
部
が
体
上

ｏ

法
エ
ア

立
ナ
て
横
し
面
彎
外
内

・

は
内

ｏ

部
部
デ

体
縁
ナ

ｏ
ロ

ラ

味

ｏ
ヘ

気
る
部

底
す
底

げ
立
び

上
直
及

赤褐色 砂  粒 普  通
煤に
　
面

面

床

外

部

部
　
西

体
着
北

4 土 師
筑

高
径
径

器
口
底

Ｌ
フ

リ

ヘ

が
部
上
体
ち

ｏ

立
デ
て
ナ
し
面
彎
外
内

。

は
内
部
部
体
縁ｏ日

底

ｏ

平
る

ｏ

ｏす
彩

損
傾
赤

欠
内
面

部
く
外

一
弱

・

の
は
内

部
部

ｏ

縁
縁
き

口
口
磨

赤褐色 砂  粒 普  通
覆呈雫虐
~付近

5 上 師
婉
器高 7.5
口径 12.8 癸写昂孝,犠訊偶

守舞菩騒子子1襟魏外暑祭避授悪甚臨 暗掲色 砂  粒 普  通 南コーナー付近
覆上下層

6 上 師
読

高
径
径

器
口
底 評静蟄:筑留鴇環 簡 詭

ヂ寮Fオ癬照す品ぁ 赤褐色 砂 粒
雲 母

良  好
(二 次焼成 )

7 土 師
婉
器高
口径

ヽ
た

つ

り
か
が
部

ｏ

上
底
デ

ち

ｏナ

立
る
横

て
す
面

し
反
外

彎
外

。

内
に
内

は
か
部

部
ず
縁

体
わ
口

損
ち
り

欠
持
ず

部
を
け

一
稜
ラ

の
に
ヘ

部
面
て

縁
内
け

口
は
か

ｏ部
に

底
縁
部

丸
口
体

階褐色 砂  粒 粗  雑 寝二系虐
―付近

8 上 師
高  杯

高
径
径

器
口
底

内
部杯ヽ

ち

ｏ

持

き
を
磨
稜
ラ
に
ヘ
位
に
下
向
面
方
外
縦
は
面
部
外

ｏ

外
部
き
脚ヽ
磨

」き
　
生
フ

開
る
ヘ

に
が
に

状
上
向

パ
ち
方

ツ
立
横

ラ
に
面

は
味
外

部
気

・

脚
彎
内

赤褐色 砂  粒 普  通
付煤
炉
内

に
部
，

面
西
炉

内
北
ｌ

部

ｏ第

堺
着
ぐ

9 土 師
高  杯

底 径 響計終善徹響設鰍承基ず挙F開
く。脚部外面弱いヘラ磨

赤褐色 砂  粒 普  通
，
第
成
ぐ
焼
炉
次
部
内

二
西
，

く
北
炉

上 師
高 杯

口径 15.4 歪殷瞥伊術で獄協雀昇裔催氏琴磨誓子
内`彎気味に立ち

暗褐色 砂  粒 普  通 北西部炉 (第 1
炉)内

上 師
高 杯

器高
口径
底径

味
外
気

・

瞥
内
内
部芥ヽ

ち

ｏ

持
き
を
磨
稜
ラ
に
ヘ
位
に
下
向
面
方
外
縦面ヽ

き
外
開
部

ｏ

に
脚
き

状

９磨

パ
る
ラ

ツ
Ａ
Ｔ
ヘ

ラ
上
に

は
ち
向

部
立
方

脚
に
面

赤褐色 砂  粒 普  通
付煤
炉
内

に
部
，

面
西
炉

内
北
１

部

ｏ第

杯
着
く

番  号 器  種
法 量
(cm) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)

出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

FH I 100 中央部覆上下層 滑  石

臼  玉 南西部覆上下層

自  玉 南東壁際覆上下層

日  玉

回  玉

日  玉 100

臼  玉

日  玉

臼  玉

国  玉

臼  玉

日  玉

臼  玉

臼  玉 0.5

口  玉 南東壁際床下

勾  玉 1.4 1.5 北西部覆上下層
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第33図 第16号住居跡出土遺物実測図
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(17)第17号住居跡 (第 34。 35図 )

形 態 北西部コーナー周辺が詰まる変則的方形状を呈するといえるが、壁を確認し難く輪郭が判然と
しない。主軸方位 N-26° 一W。 規 模 東西3.40m、 南北 3.17mを 測る。柱 穴 3本 (Pl～ P
3)が相当する。Pl東西経0.38m、 南北経0.37m、 深さ0.58m、 P2東西経0.30m、 南北経0.36m、 深

さ0.54m、 P3東西経0.43m、 南北経0.43m、 深さ0.27mを 測る。壁 溝 無し。床 面 軟弱な張 り床。
貯蔵穴 無し。遺 物 土師器 甕、その他 鉄津が数点検出されている。

_EPB

EPB′・~…

85.500
EPA~~~

E PB 35,500

一

EPA′

… __生
m 

…

第34図 第17号住居跡実測図
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第 ■ 7号 居 物 観 表

第35図 第17号住居跡出土遺物実測図 10cm

(18)第18号住居跡 (第36図 )

形 態 隅長方形状をなしている。主軸方位 N-129° 一W(N-51° 一E)。 規 模 東壁と北壁

の大半が欠失している現状から、図面上の復原数値となるが、概ね東西4.30m、 南北3.00m程 の大きさに

なる。柱 穴 3本が相当する。Pl東西経0.65m、 南北経0.65m、 深さ0.25m、 P2東西経0.55m、 南

北経0.42m、 深さ0.18m、 P3東西経0.27m、 南北経0.22m、 深さ0.47mを 測る。壁 溝 無し。床 面

堅くしまった貼り床であるが、西側が頭者に遺存する。柱穴P2の底部に自色粘土が充填されていた。貯

蔵穴 遺存面からの確認はできなかったが、柱穴Plの位置と規模からは貯蔵穴として機能していた可能

性もあり得る。遺 物 無し。
gH

IIH

閾

|

EPA′ ‐__

服‐懇
ｉ

ｌ

ｉ

ヽ
ぬ

ト

ロ

番  号 器   種 法 最cm)
器 形 。 成 整 形

~等 の 特 徴 色  調 胎 上 焼 成 備  考

1 上 師
養

口径  (24.3) 片
る
破
す
の
傾
て
外

ｏ

け
は
り

か
部
削

に
縁
ラ

部
ロ
ヘ

縁

はヽ

口
り
面

ら
が
外

か
と

ヽ

位
ち
デ

上
立
ナ

部
て
面

胴
し
内

習繊錦投患稿象繊 褐  色 砂粒 良 好
寸煤

面

に
　
床

体

央

全

中

面

部

外
着
北

硬 質 部 分
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35.500
EPA… …… ――…EPA′

・
ヒ ノ
~~~~… …     …

___ 35.500
EPB‐ ~… ―……EPB′

2m

第36図 第18号住居跡実測図

(19)第19号住居跡 (第 37・ 38図 )

形 態 本跡の北部直上には公道 (農道)が敷設されている関係で調査を断念する。遺存する遺構の状

況から推測して、正方形若しくは長方形を呈するものと思考する。主軸方位 N-18° 一W。 規 模 南

北は不明瞭であるが、東西は5.65mを 測る。壁 溝 明確性を欠いており、遺存面で僅かに認められる。

床面 遺存面での観察では、鹿沼土を多用する柔軟な貼り床であるが、柱穴の痕跡確認までには至らなかっ

た。床面のほぼ全域から多量の焼土が確認されている。貯蔵穴 遺存域からは確認されていない。遺 物

滑石製品 有孔円板、土製品 土玉などが出上している。

S'4_
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表土 (耕作土 )

土層凡例

l黒 色 (ロ ーム粒とローム粒子を着干含み、しまりは普通。)
2黒褐色 (ローム粒・ローム粒子を少量と炭粒を着干含む。しまりは普通。)

3暗褐色 (炭粒・ローム粒・ローム粒子を少量合み、焼土粒も若干含む。しまりはやや良
い。)

4明褐色 (ロ ーム小ブロック・ローム粒・ローム粒子が多く、黒色粒と焼土粒も若干含む。しまり
は良い。)

5明褐色 (ローム粒とローム粒子を多く合み、黒色粒も少量含む。しまりは良い。)

6暗褐色 (ロ ーム小ブロツク・ローム粒・ローム粒子・黒色粒子を少量含む。しまりは普通。)

7暗褐色 (炭粒と焼上粒を若干含む。しまりは普通。)

8暗褐色 (ロ ーム粒を着千含む。しまりはやや柔らかい。)

9暗褐色 (ローム粒を若干含む。しまりは普通。)

SPB～ SPB′ のライン
1赤褐色 (焼土。しまりは良い。)

2暗褐色 (ロ ーム粒・ローム粒子・焼土粒を若千含む。しまりは普通。)

3暗褐色 (ローム粒とローム粒子を少量含む。しまりは普通。)

4黒褐色 (ロ ーム粒子を着千含む。しまりは普通。)

第37図 第19号住居跡実測図

第 ■ 9号 住 居 物 察 表観

一

遺出跡

⑥
‐①

o             10cm
I     ・

    I

番  号 器   種
法 量
(cm) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)

出 土 地 点 備   考

最大長 最大幅 最大厚

1 有孔円板 西部覆土下層 滑  石

2 土  玉 21.0 覆  土

-55-
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(20)第 1号土 坑 (第 39図 )

4号住東南隅から東に5.20m程離れた位置で、南北方向に向いて所在する。形態は楕円形状を呈し、長

軸2.25m、 短軸1.30m、 深さ0.80mを 測る。表土から0.30m程の深さまでは焼土粒と炭粒が混在する堆積

層が確認されている。底部は概ね平坦で、遺物は検出されていない。

__sPA'

SPA一

SPA 35.600 ~~~SPA′

2m

土層凡例

1黒褐色 (ロ ーム粒子を着干含む。しまりは普通。)
2暗褐色 (ロ ーム粒とローム粒子をゃゃ多く含む。しまりは普通。)
3黒 色 (焼土粒子を少量含む。しまりは普通。)
4赤褐色 (焼土粒と焼土粒子の中に黒色粒・炭粒子を少量含む。しまりは普通。)
5黒褐色 (炭粒と焼土粒子を少量含む。しまりは普通。)
6黒褐色 (炭粒と焼土粒子を若干含む。しまりは普通。)
7黒褐色 (炭粒を多く含み、焼土粒子を若干含む。しまりは普通。)
8暗褐色 (焼土粒と焼土粒を少量含み、炭粒も若干含む。しまりは普通。)

第39図 第 1号土坑実測図
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(21)第 2号土 坑 (第40図 )

4号住西南隅から南側にO.10m程の位置に所在する。形態は歪んだ円形を呈し、東西0.95m、 南北1.70

m、 深さ0.36mを 測る。上層部に比較的多くの焼土粒や炭粒が混在しているが、混在の度合いに多少の差

はありながら底部にまで及んでいる。底部は概ね平坦で、遺物は皆無である。

マ
盛

口

|

―

SPふ

SPふ
′″ ´

35.600
EPA~ ―― EPA'

35。 600
sPA~

一
SPA'

!   ?lm  !

土層凡例

l明褐色 (黒色粒・黒色粒子・焼土粒子を含む。しまりは良い。)

2赤褐色 (焼土プロックと焼土粒子をやや多く、炭粒も若干含む。しまりは普通。)

3赤褐色 (焼上のみ。しまりは非常に良い。)

4暗禍色 (ロ ーム粒と炭粒を少量含む。しまりは普通。)

5黒 色 (ロ ーム粒子を少量含む。しまりは良い。)

第40図 第 2号土坑実測図

′
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口
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(22)第 3号土 坑 (第41。 42図 )

8号住南壁の西寄りに接して、ほぼ南北の方向で所在する。形態は楕円形を黒し、長軸3.22m、 短軸

2.29m、 深さ0.26mを 測る。堆積土には焼土粒が全体的に含まれている。底部のしまりは普通であり、そ

の中央部付近の直上から有孔円板 (2点)と坑が検出されている。
●|

与

ト

~を
,4′

1  2ド n  J

EPA'5.500

′
′
ｒ
∽
朽
卜

ヽ ―― EPA′

35.500
PA~~~ ~SPA′

土層凡例

1褐 色 (ロ ーム小ブロックとローム粒を少量合み、ローム粒を少量、黒色粒も若干含む。しまりは普通。)
2暗褐色 (ローム中プロックと焼土粒を若干、ローム粒 。ローム粒子も少量含む。しまりは普通を)

3黒褐色 (ローム小ブロックを着干含み、ローム粒を少量含む。しまりは普通。)

4暗褐色 (ローム小プロック・焼土粒 。ローム粒 。ローム粒子を着〒含む。しまりは普通。)

5暗褐色 (ローム小ブロックとローム粒を少量含み、黒色粒も若干合む。しまりは良い。)

6黒褐色 (ロ ーム粒とローム粒子を少量含む。しまりは良い。)

7黒 色 (ロ ーム大ブロックを若干含む。しまりは良い。)

第41図 第 3号土坑実測図
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表観逮3 土

番  号 器  種 法 最9n)
器形・成整形等の特徴 色  調 胎土 焼 成 備  考

1 上 師
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部
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ヘ
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面

黒掲色 砂粒 良好
付煤

面

に
　
床

体

央

全
　
中

面

部

外
着
北

番  号 器   種
法 量
(cm) 孔 径

(■ m)

重 量

(g)

現存率

(%)

出 土 地 点 備    考

最大長 最大幅 最大厚

2 有孔円板 中央部覆土上層 滑  石

3 有孔円板 中央部覆土中層

N]胸
″

一

◎

一

|

-

(f'

0

一個≫―
1

-
(2,

10cm

i  19m  l 第42図 第 3号土坑出土遣物実測図

lm

(23)第 4号土 坑 (第43図 )

7号住北壁の中央から北西方向に1.50m程離れた位置に所在する。形態は概ね円形を呈し、東西径 1.54

m、 南北径1.53m、 深さ0.21mを 測る。底部は平坦であり、遺物は皆無である。

_……sPA′

SPA~

35.600
SPA― ―一 ― 一 一 sPA'

土層凡例

1黒褐色 (ロ ーム粒・ヨーム粒子・黒色粒子を少量含む◇しまり
は普通。)

2暗褐色 (ロ ーム小ブロツク・ローム粒
。ローム粒子を少量含み、黒色粒も若千含む。しまりは普通。)

第43図 第 4号土坑実測図

-59-



(24)第 5号土 坑 (第44図 )

8号住北壁の中央から北西方向にO.35m程離れた位置に所在する。形態は概ね楕円形ど呈し、 東西径

1,39m、 南北径1.18m、 深さ0.30mを 測る。底部は壁上に向かって彎山しており、遺物は皆無である。

SPA___
―
SPA′

SPA亜 翌
00

―― SPA′

第45図 第 6号土坑実測図

i lin i

土層凡例

ユ黒 色 (ローム粒とローム粒子を着千含む。しまりは良い。)

第44図 第 5号土坑実測図

(25)第 6号土 坑 (第45図 )

8号住北西隅から北西方向に2.00m程離れた位置に所在する小規模遺構である。形態はほぼ円形を呈し、

東西径0.50m、 南北径0.55m、 深さ0,16mを 測る。遺物無し。

sPA一 ―

35.500
sPA~

土層凡例

l黒 色 (ローム粒を着干含む。

lm
il   :

0)しまりは普通
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(26)第 7号土 坑 (第46・ 47図 )

10号住北壁から北に0。45m程離れた位置に所在する。形態はほぼ円形を呈し、東西径1.28m、 南北径1.26

m、 深さ0,39� を測る。底部はほは平坦で、中央部の東側において白色粘土塊が認められ、その西からは

臼玉 (1点)が検出されている。

sPA SPA′

35.500
sPA~~

―
sPA'

lm

土層凡例

ユ暗褐色 (ロ ーム粒。ローム粒子・炭粒を少量含む。しまりはやや良い。)

2暗褐色 (ロ ーム粒を若千含む。しまりは普通。)

3黒 色 (ロ ーム粒子を少量含む。しまりは普通。)
4暗褐色 (ロ ーム粒子と黒色粒を若干含む。しまりは普通。)

第46図 第 7号土坑実測図

7 十

10cm

第47図 第 7号土坑跡出土遺物実測図

表

＠

―

』

0

番 号 器  種
法 量
(cm) 孔 径

(an)

重 量

(g)

現存率

(%)

出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

1 臼 玉 中央部覆土中層 滑  石
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(27)第 8号土 坑 (第48図 )

6号住の西側及び3号土坑の南側の位置に所在する。形態は不整隅九三角形状を呈しており、 東西径

2.30m、 南北径1.44m、 深さ1,14mを 測る。底部はほぼ平坦で、遺物は皆無である。

SPA一 ~― ― SPA′

SPA'5.型 o

―
SPA′

土層凡例

1黒 色 (ロ ーム粒とローム粒子を若干含む。しまりは普通。)

第48図 第 8号土坑実測図
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(28)その他 (第49図 )

今回の調査において、遺構の確認作業のために取り出した土砂の主たる放棄場所として、搬出の利便と

効率を考慮のうえ、調査区外に隣接する東 。西の両地区を設定した。とくに16号住の周辺部に集中的に多

量の上砂を搬出した。ここに収録した表採及び土捨て場からの採集遺物のうち、ほぼ90%は東地区から得

たものである。

種別及び数量は次のとう
・
りである (計43点 )。

滑石製品 有子し円板 (2点 )臼玉 (39点 )
石 製 品 砥石 (1点 )

土 製 品 土玉 (1点 )

表 採 及 び 十 捨 場 か ら 得 た 遺 1物 の な観 察 表 (1)

番 号 器 種
法 量
(cm) 孔 径

(H■ )

重 量

(g)

現存率

(%)

出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

1 有孔円板 C-5地 区 滑  石

D-3地 区
3 臼 玉 土捨場

4

0.3

0.5

0.5

0。 2

0.5

O.6

100

0.5

0.5
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表 採 及 び +捨 場 か ら イ尋 た 遺 物 の 観 察 表 (2)

番 号 器 種
法 量
(cm) 孔 径

(Hm)

重 量

(g)

現存率

(%)

出 土 地 点 構 考

最大長 最大幅 最大厚

臼 玉 土捨場 滑 石

0.5,

砥  石 53.0 C-3地 区 4面使用

土 玉 (5.0) B-4地 区
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第49図 表採及び土捨場から得た遺物実測図
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4 お わ りに

今回の野殿深作遺跡の発掘調査で確認した遺構としては、いわゆる和泉期の範疇に属する土器を主体にする

竪穴住居跡19棟と土抗 8基である。

遺跡は、小貝川の右岸に大きく展開する沖積低地の西寄りに南北の方向で延びる標高30mほ どを示す段丘上

と、その縁辺部に拡がる平坦地を構成区画として、 5世紀中葉のころに機能していたと考えられる小規模集落

跡である。

発掘調査も後半を迎えたころからである。いくつかの住居跡の貯蔵穴底部から、人為的と判断できる破砕状

態の甕や壷類などの検出例をはじめ、 4号住居跡では貯蔵穴に小型壷 (ミ ニチュア)が、白色粘土塊で意図的

に被覆されたと思われる出土例。大部分の高杯の出土状況が、その郭部と脚部との接合部分から人為的に破砕

されていることが明らかに認め得られること。また6号住居跡の如くは、床面から側壁上部までの覆土の堆積

層序の中に含まれる出土遺物の検出位置の状況把握をとうして、覆土の堆積が明瞭に作為的である事実を確認

でき得たことに加え、その堆積の過程で層別に各種の遺物が遺棄されていたことが窺えること。さらには多く

の祭祀関連遺物 (有孔円板・無孔円板・勾玉・管玉・臼玉・剣
。小型重など)は (別表参照)、 本集落跡にお

いて、実際に祭祀儀式が執行されていたことを示唆する遺物なのであろうか。など、調査をとうして得られた

いくつかの疑間に留意するとともに、出土資料の相互関係を検討しつつ、本遺跡の性格や特徴などを考えるに

至ったのである。

遺跡をめぐる生活環境は極めて恵まれている。たとえば生活用水に関する点に触れると、遺跡が立地する台

地の縁辺部からは、緩傾斜をもって鬼怒川 (絹川)か ら小貝川 (蚕養川)へ通じる流水路として開削された大

谷川 (大井口用水)の岸辺へと達し、傾斜地の下部からはいまもなお枯渇することのない豊かな地下水が湧き

出て大谷川に注いでいる。この湧水は、遺跡が機能していたころも集落の経営に欠かせない資源であったこと

が窺われるのである。

集落構成の必須条件には地理的環境をはじめとして、風・水害や食料対策などに加え飲料用水の確保もあげ

られようが、当該地一帝はこれらの諸条件をある程度満たしていたと思われる。しかし、今回の調査結果から

は、和泉期の100年 にも満たない短期間の生活文化をとどめる集落であったことは明瞭であり、いわゆる短期

廃絶型集落跡とも呼ばれる採相を示す典型例と言える遺跡であろう。

遺跡の東北方に接して大谷川左岸の沖積地に鎌田集落が存在する。先年、鎌田地区の水田を対象に大規模な

基盤整備事業が実施された際、工事に伴っておびただしい量の土器が発見されている。たまたま蒐集されてい

た出土品を実見する機会を得たが、ほとんど壺や奏類の破片で占められており、その具体的な出土状況や遺跡

の範囲などはまったく把握できなかった。しかし、地元民の談話などを整理してみると、明らかに微高地に営

まれていた五領期の範疇に含まれる集落跡であった可能性が想定できるのである。だとすれば、本跡に先行す

る時期に短期間機能していたと推測される鎌田集落跡も短期廃絶型集落の範疇に属すると言える。鎌田遺跡の

立地条件は本跡と基本的に異なっている。いま小貝川の流路に沿う微高地は本低地一帯によく発達し、低地の

地形を特徴づけているが、かかる微高地に生活基盤をおく人々の最大の悩みは小貝川の氾濫による堤防の決壊

と水害であった。 F続日本紀』神護景雲 2年 (768)8月 庚申條の記録によると、班田農民が国司の命で口分

田の荒廃を防ぐために毛野川 (鬼怒川)の改修工事を行っている。この記録は日本最古の本格的な土木工事と

して知られるが、東国における河川管理の実態は、この資料からも窺えるように、奈良時代から遥かに朔る古

墳時代においても無策に等しい状態におかれていたことが想像できる。鎌田遺跡が短期間で廃絶に至る最大の
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理由は、低地帯での農耕生活を維持することの厳しさから逃避せざるを得なかった苦渋の選択があげられよう。

治水対策がなおざりであった当時、たびたびの水害の影響による耕地の荒廃に、新たな安住の地を求めていた

住民の心情が十分に理解できるのである。

昭和61年 8月 の台風10号の影響 (下館地方の降雨量381ミ リメートル)に よる大洪水のあと、小貝川流域の

低地帯の住民に対する建設省の「河川激甚災害特別緊急事業」の施策によって 5集落が集団移転し、109戸 か

ら構成される素晴らしい「旭ケ丘団地」が誕生している。それは千年余に及ぶ地域住民の悲願が結実したもの

と言えるのである。その後、この事業はさらに発展し、河川空間を水害防止と自然環境の保護などを前提とす

る活用が計画的に推進され、川の一里塚・サイクリングロード・桜づつみ 。フラワーベルトなど、小貝川流域

の各所にその成果を見ることができるのである。人間存在の根本的な意味が20世紀の後半に至ってようやく開

花したと言えそうである。

以下、調査結果をふまえながら、野殿深作東遺跡の性格や特徴などを求めていきたい。

今回の調査による平面発掘面積は3,000nf(60m× 50m)であり、確認し得た住居跡や土抗跡など各遺構の

配置状況は、特定の場所に偏ることもなく調査区の全域で平均的に確認されている。複合する遺構は調査区の

北西端の近くで検出された13号及び14号住居跡の1ケ所のみで、その他の遺構は単独で確認されている。

住居跡の平面プラン・規模及び方向性について概観すると、表示したように18棟 (完掘を果たせなかった19

号を除く)のプランは方形と長方形にほぼ2分されている。方形を呈するのは1号 。4号 。5号 。6号・ 7号・

9号 。10号 。14号及び17号の9住居跡であり、長方形は2号 。3号 。8号 。11号・12号・13号 。15号・16号及

び18号の各住居跡である。規模については、床面積が1004f(約 30坪)を超える際立って大型に属する遺構は

認められなかったが、本跡では65Hf(約20坪)を超す 4号と7号住居跡の 2棟が最大規模に属し、以下50 nf

(約 15坪)ク ラスは10号住居跡。次いで33af(約 10坪)ク ラスでは 3号・13号及び16号住居跡であり、25∬

(約 8坪)ク ラスになると1号 。5号・ 6号及び11号住居跡があげられ、 2号・ 8号及び 9号はかなり縮小さ

住居跡別のプラン及び規模

住居No プラン 面積 (ar) 坪 数 備 考

l 方  形 ⑦

長方形 23.32 ①

長方形 122 ④

4 方 形 ②

方 形 2500 ③

方 形 ⑥

7 方 形 7392 224 ①

長方形 ⑫

方 形 2120 ⑩

方 形 5776 ③

11 長方形 2576 ⑥

長方形

長方形 3575 ⑥

方  形

長方形

長方形 3726 ⑤

17 方 形 1088

長方形 12,90

方形 ? 東西辺を565mと して推計

備考の九付け数字は床面積順位 (3 3af=1坪 )

遺構別の滑石製品等出土数

遺構 円板 父J 勾玉 管玉 臼玉 計 ミニチュア土器

l住 ll

2住

3住 3

4住 5 2 ユ l

5住 4 2

6住 6 2

7住 l

8住 2 1

9住 1

10住 l l

11住 11

12住

13住 2 9

14住

15住

16住 1

17住

ユ唯

19住 1 l

3土 2

7土 ユ l

土捨場等

計 9 2 9
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れて20Hf(約 6～ 7坪)ク ラスの住居跡となる。14号 。17号及び18号住居跡にあつては10nf(約 3坪)ほ どの

床面積を維持しているが、12号 。15号に加えて17号住居跡などは、その所在が確認された時点から住居遺構と

して扱っていたものの、小規模であり、柱穴の痕跡もなく、かつ立上りの浅い側壁など、極めて粗雑な構造か

らは一般的な住居の機能を果たし得ていたとは言い難い。むしろ小屋組的な構造の屋AT4業施設として供用さ

れていた可能性が高い (面積を実感的に捉えるために、あえて坪を併記した)。 一方、方向性については8号・

13号 。15号及び16号住居跡を除く15棟の長軸は概ね北西方向に偏し、除かれる4棟は東方及び北東の方向を指

し、総じて一定の方向性を示していると言える。これらの住居跡にあっては規模や構造面、あるいは方向性に

多少の相違があるとしても、基本的な面においては類似点も多く、かつ遺存状態も比較的良好であり、いずれ

もこの時期に一般的に見られる竪穴住居跡に共通する様相を示していると言える。屋内施設にあっても貯蔵穴

を設備した例も比較的多く、また 7号住居跡の如くは北壁に幅 lmほ どの入口設備が付設され、本跡における

唯―の入口設備の例と言える。総じて規模や構造面からは特記すべき点は見あたらないが、理解に苦慮した点

は、 6号住居跡の側壁立ち上がりの平均値が70clllを 測るため、その高さから一般的な常識をもって、入口施設

が付設するものと期待したものの、痕跡はまったく認められなかった。したがって、当該遺構は常時使用する

必要性のなかった構築物だったのか、あるいは梯子的な工作物を充てて出入りの便を図つたものか、それとも

必要時にのみ仮設していたのか、などが推測されたが、いずれにしろいくつかの疑問点を投げかけられ、検討

課題として残されている。

ここで、住居跡の配置をめぐる特徴などをあげておきたい。

発掘調査の完了後、今後に予定される開発計画の参考資料を得る目的のもとに本遺跡の範囲確認調査を実施

した。すでに公有化が図られている調査区外の東部から南部にかけて、広範な面積を対象にローム上層面まで

表上の削平作業を行い、遺構の有無の確認に努めた。北部では東西に延びる農道と、その北側に拡がる耕作地

は用途外にある関係から除かれた。その結果、南部では遺構と判断できる土層の変化はなく、東部には3か所

ほど住居跡と断定するのにやや明瞭を欠く点もあったが、概ね方形状を呈し黒色土が露呈する区画を確認した。

いま調査区東部での3か所にはそれぞれ住居跡が存在するものと一応仮定し、また調査区の西部で所在が明

らかな野殿深作遺跡は、すでに平成 5年夏に茨城県教育財団が発掘調査を実施し、和泉期に比定できる4棟の

竪穴住居跡が検出されているので、これらの確認例を加えて集落跡の拡がりと遺構の配置状況などを考えてい

くと、野殿字深作地内の一帯で和泉期において形成された集落の中心域は、今回の発掘調査区に求められると

しても大きな誤りはないように思われる。さらに調査区内で検出し得た19棟の住居跡には、多分に意図的な配

置であることが推測できるのである。それは、調査区の南端近くで検出されている7号住居跡を概ね集落の南

端として位置付け、調査区の東部と西部に配する住居跡から北端に所在する19号住居跡に連なる配置状況を観

察する限り、あたかも、環状を呈することが理解されると同時にバランスを考慮した意図的な配置であること

が指摘できる。このような配置状況からは、少なくとも事前に集落地の選定をはじめ、集落の全体的構成計画

が緻密に立てられ、それに基づく集落形成が図られていた可能性が考えられるのである。ただこの場合、13号

住居跡は14号住居跡と複合関係にあり、また 1号 。3号・ 5号及び16号住居跡に囲まれる状況で遺存する2号

住居跡は、 4棟との位置関係に隔たりがなく接近しすぎる向きが指摘できるために、この13号及び2号住居跡

の 2棟は他の住居跡よりも多少遅れて構築されたものと想像できる。

ところで発掘調査区で検出された石製模造品131点 のすべては12棟 (1号 。3号 。4号・ 5号・ 6号・ 7号・

8号 。10号 。11号 。13号・16号 。19号)の住居跡と、 2基 (3号 。7号)の土坑跡から伴出したものであり、

土製模造品 (ミ ニチュア土器)5点 も3棟 (4号 。9号 。10号)の住居跡から検出されたものであって、遺構
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外からの発見はまったくなかった。

これらの石製模造品や土製模造品については、すでに弥生時代のころから信仰に伴う祭器類として用いられ

るようになり、それが 4世紀の末ごろに至り、祭祀儀式の斎場として機能していたことを示唆する遺跡の特徴

的な伴出遺物となるが、これが 5世紀から6世紀代にはいわゆる祭祀遺跡として全国的に分布するようになる。

このような現象は、遺跡や遺物の内容までも画一的となり、短期間のうちに等質的な遺跡が各地で営まれるよ

うになる。その歴史的背景には、前方後円墳の地方への普及にも見られるように大和朝廷の勢力伸長と切り離

しては考えられないという。古代における神への認識は、現代の我々には理解しにくい点が多い。つまり、生

活に密接に関係する草木・池泉湖沼から巨樹 。巨石・山塊 。海洋島嶼などに対する神霊の存在を強く意識し、

これらの自然現象に畏敬の念を抱くとともに信仰の対象とし、そこに依る神は霊能を発揮するものとして堅く

信じていたようである。神に祈願する内容は、農耕の豊穣をはじめ生活全般にわたっていたことは言うまでも

ない。

いま祭祀遺跡として本集落を特定するにあたって、その祭祀が屋外において行われていたことが推測できる

遺構や遺物は発見されてないことから、主たる祭祀の斎場は住居内と推察せざるを得ない。それにしても住居

跡内部から祭祀に関わると思考される施設も見当たらない。したがって、祭祀の対象が何であったのかを明確

にし難いために、以下、遺構・遺物などの検出状況をとうして屋内祭祀の根拠などをさぐっていきたい。

① l号住・焼失家屋であり、焼土が床面に充満するわりには残存炭化材が極めて少量であることは、完全に

焼却されたのであろうか。炭化米検出。

② 3号住・炉跡直上に杯を置き、その上に砥石を置くなど、あまり例のない出土状況と言える。

③ 4号住・南壁沿いのピット内部に埋置された白色粘土塊の下部から小型壺 (ミ ニチュア)が、その西側か

らは砥石が検出される。また北東コーナーの床直上から出土している高不は脚部を失っており、その杯部の

破砕面に力を加えたと思われる痕跡が残る。

④ 5号住・北西コーナーの床直上から高郭 2点出土。いずれも脚部が破砕され、それぞれの郭部は接近して

遺存していた。ともに優美な造りの土器であるが、極めて不自然な出土例と言える。

⑤ 6号住 。焼失家屋であり、炭化材が良好に遺存。側壁の立上りが高く、覆土は人為的に埋め戻していたこ

とが観察できるとともに、その過程において円板・剣などの石製模造品を遺棄していることが窺える。刀子

片・焼成前底部穿子し土器片も出土する。

⑥ 7号住・U字型の鉄製鍬先出土。北壁に出入口を付設。床直上から鉄津検出。東南コーナー付近の床直上

から甕 2点、高杯 3点、杯 1点が出土しているが、いずれも破砕状態。うち奏の 2点はやや大型の奏の中に

小型の奏が納められる特殊な出土例。また脚部を欠く高杯の不部が 2点 と杯 1点の3個が重ねられた状態で

出土する。土玉 7点、鉄津12点は他の住居跡に比べ量的に多い。

⑦ 8号住・石製模造品の勾玉 1点出土。床直上から完形の重・郭とともに鉢型を呈する単孔の甑及び砥石な

どが出土する。

① 9号住。脚部と杯部の切断面が磨かれた如く痕跡を残す高杯と、北西コーナーの貯蔵穴底部から破砕状態

の甕 1固体分が、また床直上から内・外面ともに赤彩を施す小型壺 (ミ ニチュア)1点が出土する。

③ 10号住・北壁沿いから壺・不。高不などの完形品が数個出土。また東南コーナー付近からも臼玉が36点出

上しており、床直上からも小型壷 (ミ ニチュア)3点が出土する。

⑩ ll号住・柱穴なく、側壁の立上りは浅い。とくに東南辺に沿う床面は地山と同一レベルを示し、ほとんど

側壁の痕跡は認められない。床中央部に炉を設ける。北西コーナーの北と南に付設される貯蔵穴底部からそ
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れぞれ破砕状態の高杯が検出されているが、これは同一回体の高杯を意図的に三分割して貯蔵穴内に遺葬
云

れたものである。また、南側の貯蔵穴からは臼玉4点が出土する。

① 12号住・小規模ながら床中央部に炉が設けられ、その付近から鉄淳が出土する。

② 13号住・床直上から管玉9点が一括出土する。

① 14号住・13号住に切られる複合住居跡で建て替えが行われている。一次住居の床レベルは13号住と同一。

二次住居の床面積は一次のそれよりも若千広くなっており、床中央部から北東コーナーにかけて相当量の砕

かれた土器片が集中して出土する。

⑭ 15号住・床中央部に炉を設ける。鎌先が出土する。

① 16号住・覆土から高郭の脚部が2点出土。南西コーナーに付設される方形状の貯蔵穴底部に焼土塊が見ら

れる。床中央部に長方形状の掘方があり、その北側の2か所に炉が設けられ、炉の内部から1固体分の高杯

が脚部と不部に砕かれた状態で出土する。遺構のほぼ全域から臼玉20点が検出される。

⑩ 17号住・側壁の立上りはほとんど認められず、床面は地山のレベルと同一。西側に貼床が顕者に残り、そ

の直上から鉄津が数点出土する。

⑫ 18号住。17号住とほぼ同じ構造で床面の輪郭を3か所のピットから想定する。ビットには白色粘上が詰め

られ、床は貼床を呈する。

① 19号住・調査区の北端に位置し、農道との関係で部分調査にとどまる。鹿沼土を敷き詰めて貼床とした手

法が窺える。焼失家屋で炭化材が良好に遺存する。白色粘土塊が南壁の中央から北に大きく拡がり廷びる。

⑩ 土坑跡のうち、4号・ 5号・6号及び8号については用途不明である。

⑩ l号及び2号土抗跡。焼土粒と炭粒が混在する堆積層が観察される。

① 3号土坑跡・全体的に焼土粒が堆積。底部直上から有孔円板 2点 と婉片が出土する。

② 7号土抗跡・底部中央部で白色粘土塊が認められ、その付近で臼玉 1点を検出する。

ここに主たる遺物・遺構などの出土状況と観察結果を整理してみたが、さらに、石製及び土製模造品を除く

他の遺物について検討してみると、一般の住居跡では得られないいくつかの特殊な関懇点がある。とくに高郭

に関しては極めて不可解な扱いが注目されるのである。たとえば2個の貯蔵穴に同一固体を分割のうえそれぞ

れ遺棄されているばかりか、相当数の高杯が杯部と脚部とが意図的に破砕されており、その要因は明らかに祭

祀行為との関連で考えざるを得ないし、かつ高杯は祭祀を行う際に多用された主要な祭具であった可能性が容

易に想像できる。また破砕状態の壷や甕などが、石製模造品の臼玉など玉類を多量に収納していた出土例がす

でに報じられていることから、これらの土器も祭祀儀式には不可欠の祭具であったかも知れない。さらに単純

口縁で単孔の鉢形を呈する完形の甑底部片14点が出土している。甑の本来的な用途は壷や甕と組み合わせて炊

飯具として用いられたもので、それとの関連でカマドの問題が浮上してくるが、東日本においてカマドが住居

内に常置され一般化するのは6世紀以降であり、それよりも先行する時期に営まれている本跡の住居跡内には、

カマドの付設はまったくなく、19号住居跡の如く多量の粘土の出土状況をもって粘土組のつくりつけカマドの

遺存とは認められない。したがって、甑もまた壺や甕と同様に祭具類として供用されていたものと思われる。

このように、主として土器類の遺棄の実態をとうして推測されることは、土器類が祭祀儀式を行う際に、つ

ねづね使用されていたと仮定しても、その量的面と極めて粗雑な破砕遺棄の状態からは、各住居跡において、

僅かな回数の祭祀儀式だった可能性が容易に想像できるのである。

なお、鹿沼土を敷き詰め床面を固定させている19号住居跡の如くは、鹿沼土で埋葬主体部を構築し、県域に

おける出現期古墳のひとつにあげられる岩瀬町・狐塚古墳の例との関連から、古墳時代の前半のころは、県西
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地方において鹿沼土に対する呪術的な特殊な扱いが一般化していたのかも知れない。してみれば、住居の構築

前に、すでに祭祀を前提とする意図が見え隠れしていることも十分に窺うことができるのであり、当該集落跡

の特殊な性格の一面を覗かせているとも言えるのである。

以上、発掘調査の結果からは、古墳時代中期前葉のころに機能していた小貝川右岸台地上の一集落が、和泉

期という短期間の経営をもって廃絶されたばかりか、意外にも祭祀儀礼に携わっていた専業集団であることに

加えて、遺棄された数々の祭具類の出土状況などをとうして、集落跡の性格を知り得たわけである。

最後に触れておきたいのは祭祀儀礼の対象である。遺跡の立地と生活環境から考えられることは、この地方

が古くから水に関わってきたことを物語る、いわゆる精神的文化財とも言うべき「水神」を祀る小祠が小貝川

流域の低地帯にいくつも建っている。治水対策もなく、かつ、水路が固定された川筋もなかったと判断できる

当時にあっては、低地帯に生産基盤をおく住民はたえず洪水の危険に脅かされていたことは容易に想像できる。

したがつて、野殿台地から望まれる広大な低湿地のさらなる安穏を祈願して、おそらく「水神」を奉祀してい

たと推測しても不自然ではあるまい。集落をあげて神の霊威にすべてを託していたように思われてならないの

である。

おわりにあたり、意をつくせなかった面も多分にあり、かつ、独断と即断で記した点も少なくないと思われ

る。それはすべて浅学非才のなせるところであり、お許しを願いたい。
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第 3号住居跡・砥石 。杯の出土状況

第 4号住居跡 。貯蔵穴内白色粘上下部の小型壷出土状況

第 4号住居跡・有孔円板の出土状況
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第 5号住居跡・高杯の出土状況

第 7号住居跡・土器の出土状況

第 7号住居跡・甑の出土状況
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第 7号住居跡・鍬先の出土状況

第 8号住居跡・砥石の出土状況

第 9号住居跡・貯蔵穴内土器の出土状況
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第10号住居跡・須恵器(口辺部)の出土状況

第10号住居跡 。貯蔵穴内土器の出土状況

第10号住居跡・小型壺の出土状況
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第10号住居跡・臼玉の出土状況

第10号住居跡・杯の出土状況

第12号住居跡・堅く焼きしまる床面の状況
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第13号住居跡・管玉の出土状況

第15号住居跡・鎌先の出土状況

第16号住居跡・杯の出土状況
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第16号住居跡・勾玉の出土状況

第 1号住居跡出土遺物
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第 2号住居跡出土遺物

第 3号住居跡出土遺物

第 4号住居跡出土遺物
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第 5号住居跡出土遣物
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第 6号住居跡出土遺物
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第 7号住居跡出土遺物 (1)
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第 7号住居跡出土遺物 (2)
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第 7号住居跡出土遺物 (3)

第 8号住居跡出土遺物 (1)
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第 8号住居跡出土遺物 (2)
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第 9号住居跡出土遺物

第10号住居跡出土遺物 (1)
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第10号住居跡出土遺物 (2)
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第10号住居跡出土遺物 (3)
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第11号住居跡出土遺物
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第13号住居跡出土遺物
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第14号住居跡出土遺物

第15号住居跡出土遺物

第16号住居跡出土遺物 (1)
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第16号住居跡出土違物 (2)
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第 3号土坑出土遺物
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